
特集『都市農業』という農業特集『都市農業』という農業

11
2018



データの農業

特　集

『都市農業』という農業

撮影：鎌形 久
岩手県遠野市
2006年10月31日撮影

わらの天日干し

シリーズ・その他

■高く晴れ渡った秋空の下、稲穂を脱穀した後のわらが天日干しされて
いる。故郷の風情ある光景の一つだ■

観天望気
2神成 敦司

守り抜かれた秋田三鶏

株式会社農天気

耳よりな話 199回

主張・多論百出

書　評
 内山 節 著

『半市場経済  成長だけでない「共創社会」の時代』
34

ご案内
日本政策金融公庫創立10周年 38

青木 宏高

37みんなの広場・編集後記

小林 陽子／三重県
農と食の邂逅

青山 浩子（文）　河野 千年（撮影） 19

30

25

都市ならではの優位性を活かした経営を実践、多様な機能を発揮する都市
農業者を気鋭のジャーナリストが紹介、都市農業の持続可能性を探る

都市なるがゆえに吹く農業にむけた風11

大西 敏夫
基本法、基本計画により、都市農地の保全・活用の制度改善措置がなされた。
今後の農家の育成支援策、土地確保問題など、浮上する四つの課題を考察する

都市農業振興基本法による農業の行方3

蔦谷 栄一
都市農業には交流場の提供など公益性のある「多様な機能」が期待される。地域
性・多様性を活かす都市農業の来し方、往き方は、日本農業の行先を示唆する

都市農業のかたちが日本農業の先駆け7

＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。

フォーラムエッセイ
座右の銘はAlways Smile 22

まちづくりむらづくり
海外青少年との交流が地域を元気に
原発事故の風評被害ハンディを克服
天栄村ふるさと子ども夢学校推進協議会／
福島県岩瀬郡天栄村

31村田 美章

経営紹介

情報戦略レポート

変革は人にあり

お茶生産農家の11代目は、自らを茶師と名乗り、大和茶のおいしさ、素晴らし
さを広く伝える。伝統や文化に育まれた大和茶はブランド化に値すると語る

株式会社ティーファーム井ノ倉／奈良県
井ノ倉 光博

株式会社ＣＲＥＡ ＦＡＲＭ／静岡県
西村 やす子

27

経営紹介

希少価値が高いが生産手法が確立されているとはいえないオリーブで産業
化を目指し、司法書士の女性が地域を巻き込み奮闘する

23

15 農業景況DIは大幅下落
事業承継の候補者6割がすでに決定
―農業景況調査（２０１８年7月調査）―

インフォメーション

榊田 みどり

スザンヌ

小野 淳

加茂 幹男

女性農業者の経営参画を促す　長崎支店
鹿児島銀行との業務協力１５周年　鹿児島支店
岩手の食材に海外からも注目　盛岡支店
桜の聖母短大と「農と食」活性化プロジェクトを始動
福島支店

35
35
35

35

１２月号予告
特集は「食品産業の2020年代ビジョン」を予定。

2018年4月に農林水産省が発表した「食品産業戦略」は、食品産業
が2020年代に取り組むべき三つの戦略を提示している。各戦略の
先行事例をレポートし、食品企業が目指すべき経営を考察する。

11
2018

認定新規就農者の皆さまへ 36



2　AFCフォーラム 2018・11

　

農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
対
応
す
べ
く
、ス
マ
ー
ト
農
業
に
関

す
る
取
り
組
み
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。昨
年
度
、農
林
水
産
省
が「
農
業

機
械
の
自
動
走
行
に
関
す
る
安
全
性
確
保
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、一
人
で
複
数
台
を
操
作
で
き
る
農
機
が
市
販
、二
〇
二
〇
年

に
は
遠
隔
監
視
下
で
の
無
人
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
視
野
に
入
れ
る
。水
管

理
シ
ス
テ
ム
を
始
め
、多
様
な
機
器
も
発
売
さ
れ
た
。そ
し
て
、農
業
に
関
す

る
多
様
な
情
報
の
利
活
用
を
図
る
た
め
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
農

業
デ
ー
タ
連
携
基
盤（
通
称
：
Ｗわ

ぐ

り

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）」の
利
活
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
、わ
が
国
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
基
盤
と
し
て
、多
様
な
農

業
関
連
デ
ー
タ
の
連
携
・
共
有
・
提
供
機
能
を
備
え
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。内
閣
府
の「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ

Ｐ
）」の
取
り
組
み
の
一
環
で
開
発
さ
れ
、既
に
試
行
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、来

年
春
か
ら
の
本
格
稼
働
を
予
定
す
る
。前
述
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
や

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
、個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
利
活
用
さ
れ
る
の
で
は
地
域
や

作
物
ご
と
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
。目
的
に
応
じ
、自

由
に
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
事
で
、地
域
の
競
争
力
を
迅
速
か
つ
着
実

に
底
上
げ
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ
る
。Ｅ
Ｕ
の
一
般
個
人
情
報
保
護
規
則

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）を
見
据
え
た
規
約
整
備
他「
見
え
る
化
」に
向
け
農
業
情
報
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
が
実
装
さ
れ
る
。活
用
推
進
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た「
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤
協
議
会
」に
は
、二
二
〇
の
組
織
が
参
加（
二

〇
一
八
年
八
月
末
時
点
）。例
え
ば
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）分
野
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
か
ら
は
、日
本
語
の
手
書
き
文
字
認
識
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
。農
業

者
は
、「
気
象
」な
ど
の
デ
ー
タ
に
対
し
有
償
無
償
含
め
て
複
数
あ
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
、目
的
に
応
じ
取
捨
選
択
す
る
。農
業
に
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
か
っ

た
分
野
の
参
入
が
増
え
ス
マ
ー
ト
農
業
の
市
場
規
模
は
急
速
に
拡
大
す
る

兆
し
の
中
で
は
、市
場
拡
大
に
伴
う
コ
ス
ト
低
減
化
も
期
待
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
農
業
就
業
人
口
の
七
割
弱
は
六
五
歳
以
上
で
あ
る
。従
前
の
経

験
や
口
伝
に
よ
る
技
術
か
ら
、デ
ー
タ
を
営
農
に
活
か
す
こ
と
が
当
た
り

前
の
時
代
へ
な
る
だ
ろ
う
。ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
抜
本
的
な
革
新
が
早

急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

農業データ連携基盤協議会 会長
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合研究機構農業情報連携統括鑑を併任。内閣府SIP「次
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天

望
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都
市
農
業
振
興
基
本
法
が
課
題
提
起

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
大
都
市
政
策
の
在
り
方
が

問
わ
れ
る
中
、二
〇
一
五
年
四
月
に
都
市
農
業
振
興
基

本
法（
以
下「
基
本
法
」）が
制
定
さ
れ
、都
市
農
業
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

基
本
法
は
、都
市
農
業
の
安
定
的
な
継
続
を
図
る
こ

と
、都
市
農
業
の
多
様
な
役
割
を
通
じ
て
良
好
な
都
市

環
境
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
に
し
て
い

る
。そ
の
多
様
な
役
割
と
は
、新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
の

供
給
、身
近
な
農
業
体
験
・
交
流
活
動
の
場
の
提
供
、災

害
時
の
防
災
空
間
の
確
保
、や
す
ら
ぎ
や
潤
い
を
も
た

ら
す
緑
地
空
間
の
提
供
、国
土
・
環
境
の
保
全
、都
市
住

民
の
農
業
へ
の
理
解
の
醸
成
な
ど
で
あ
る（
農
林
水
産

省「
都
市
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」〔
二
〇
一
八

年
五
月
〕よ
り
抜
粋
）。

　

一
方
、都
市
農
家
の
多
く
は
資
産
運
用
農
家
で
あ
り
、

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
の
問
題
も
抱
え
て
い
る
た
め
、農

業
の
経
営
基
盤
は
脆
弱
化
し
て
い
る（
注
１
）。

　

都
市
農
業
を
振
興
・
発
展
さ
せ
る
に
は
、国
を
は
じ

め
、地
方
自
治
体
、農
業
委
員
会
や
農
協
な
ど
、地
域
の

関
係
機
関
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
肝
要
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
先
に
申
し
上
げ
る
と
、取
り
組
む
べ
き
課

題
は
以
下
の
四
点
だ
。す
な
わ
ち
、①
都
市
農
家
の
育

成
・
支
援
策
、②
都
市
農
家
の
農
地
確
保
、③
新
た
に
創

設
さ
れ
た
都
市
農
地
貸
借
制
度
の
活
用
、④
都
市
農
地

を「
都
市
に
あ
る
べ
き
も
の
」と
し
て
農
業
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
う
対
応
す

べ
き
か
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。そ
の
前
に
ま
ず
、都
市

農
地
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
制
度
と
そ
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

そ
も
そ
も
都
市
計
画
法（
一
九
六
八
年
制
定
）に
お
け

る
市
街
化
区
域
は
、「
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る

区
域
及
び
お
お
む
ね
一
〇
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画

的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
と
す
る（
法
第
七
条
第

二
項
）」と
定
め
ら
れ
、農
地
の
市
街
地
化（
都
市
的
土
地

利
用
へ
の
転
換
＝「
農
地
転
用
」）は
市
町
村
農
業
委
員

会（
当
初
は
知
事
）へ
の「
届
出
制
」と
な
っ
た
。

　
い
ず
れ
消
滅
運
命
の
都
市
農
業
？

　

そ
の
こ
と
か
ら
、市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
た
農
地

は
、必
然
的
に
宅
地
な
ど
都
市
的
土
地
利
用
に
転
換
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、そ
れ
故
都
市
農
業
は
、厳
し
い

見
方
な
が
ら
、い
ず
れ
消
滅
す
る
運
命
の
経
過
的
・
暫
定

的
な
農
業
と
見
な
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、土
地
税
制
面
で
は
、三
大
都
市
圏
特
定
市
の

市
街
化
区
域
内
農
地（
以
下「
都
市
農
地
」）に
宅
地
並
み

　
特
集
　『
都
市
農
業
』と
い
う
農
業
　

都
市
農
業
振
興
基
本
法
に
よ
る
農
業
の
行
方

意
欲
あ
る
都
市
農
業
者
や
市
民
農
園
向
け
に
都
市
農
地
を
活
用
す
る
観
点
か
ら
、貸

し
借
り
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
仕
組
み
な
ど
が
法
制
化
さ
れ
、三
年
前
に
制
定
さ
れ
た
都

市
農
業
振
興
基
本
法
が
本
格
的
に
動
き
だ
し
た
。「
二
〇
二
二
年
問
題
」と
呼
ば
れ
る

政
策
転
換
が
も
た
ら
す
課
題
は
何
か
、対
応
策
は
何
か
、都
市
農
業
を
展
望
す
る
。

大阪商業大学経済学部特任教授

大西 敏夫  Toshio Onishi

おおにし としお
1952年大阪府生まれ。大阪府立大学大学院農学研究科修
士課程修了、農学博士。大阪府立大学教員、和歌山大学教
員を経て現在に至る。主な編著書に、『都市化と農地保全
の展開史』（筑波書房、2018年 単著）、『都市と農村 交流か
ら協働へ』（日本経済評論社、2011年 編著）など。
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特集　『都市農業』という農業

評
価
・
宅
地
並
み
課
税
が
実
施
さ
れ
た
。し
か
し
、こ
れ

は
都
市
農
家
な
ど
の
反
対
運
動
と
多
く
の
地
方
自
治
体

の
理
解
な
ど
に
よ
っ
て
、課
税
軽
減
制
度
が
措
置
さ
れ
、

そ
の
後
は
生
産
緑
地
法
が
一
九
九
一
年
に
改
正
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、改
正
生
産
緑
地
法
の
施
行
を
受
け
て
、三
大
都

市
圏
特
定
市
の
都
市
農
地
は
、「
宅
地
化
す
る
農
地
」（
以

下
宅
地
化
農
地
）と「
保
全
す
る
農
地
」に
二
区
分
化
さ

れ
た
。宅
地
化
農
地
に
は
、固
定
資
産
税
の
宅
地
並
み
課

税
が
実
施
さ
れ
、農
地
な
ど
の
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

は
不
適
用
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。

　

一
方
、保
全
す
る
農
地
に
は
生
産
緑
地
制
度
が
適
用

さ
れ
、そ
の
指
定
を
受
け
る
と
固
定
資
産
税
は
農
地
評

価
・
農
地
課
税（
た
だ
し「
三
〇
年
営
農
」が
義
務
）と
さ

れ
、相
続
税
納
税
猶
予
制
度
も
適
用
対
象（
た
だ
し「
終

生
営
農
」が
必
要
）と
な
る（
表
１
）。

　

生
産
緑
地
地
区
の
指
定
要
件（
図
、左
欄
）は
、良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
に
相
当
の
効
用
が
あ
り
、か
つ
公
共

施
設
な
ど
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
と
し
て
適
し
て

い
る
こ
と
、五
〇
〇
平
方
㍍
以
上
の
規
模
の
区
域
で
あ

る
こ
と
、用
排
水
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
農
林
漁

業
の
継
続
が
可
能
な
条
件
を
備
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。主
た
る
従
事
者
が
死
亡
な
ど

の
理
由
に
よ
り
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、ま
た
は
告
示
日
か
ら
三
〇
年
経
過
し
た
場
合
に
は
、

市
町
村
長
に
買
取
り
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
買
取
り
申
出
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
所
有
権
の
移

転
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、行
為
制
限
が
解
除

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　「
二
〇
二
二
年
問
題
」対
応
が
カ
ギ

　

以
上
の
よ
う
に
、三
大
都
市
圏
特
定
市
に
お
い
て
都

市
農
家
が
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
を
受
け
る
と
、固
定

資
産
税
は
農
地
課
税
と
な
り
、相
続
税
納
税
猶
予
制
度

も
適
用
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、営
農
が
可
能
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、都
市
農
地
は
売
却
転
用
や
資
産
運

用
が
可
能
な
た
め
、相
続
人
は
営
農
目
的
で
農
地
相
続
・

農
地
継
承
す
る
と
は
限
ら
な
い
。こ
こ
で
、国
土
交
通
省

（
土
地
白
書（
各
年
版
））調
べ
に
よ
る
都
市
農
地
の
動
向

を
見
よ
う
。三
大
都
市
圏
特
定
市
の
市
街
化
区
域
内
の

農
地
面
積
は
、一
九
九
二
年
は
四
万
八
五
六
三
㌶
だ
が
、

二
〇
一
四
年
は
二
万
五
七
七
八
㌶
と
な
り
、ほ
ぼ
半
減

（
四
六
・
九
％
減
）し
て
い
る
。そ
の
う
ち
生
産
緑
地
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
面
積
は
、一
万
五
〇
七
〇
㌶

か
ら
一
万
三
五
七
五
㌶
へ
と
減
少（
九
・
九
％
減
）し
て

表１　市街化区域内の農地における税制措置（2017年度現在）

図　都市農地の保全・活用制度の現況（2018年度現在）

（生産緑地地区指定要件）	
①良好な生活環境の確保に相当の効用があり、
かつ、公共施設等の敷地の用に供する土地とし
て適しているもの

②500㎡以上の規模の区域
③用排水その他の状況を勘案して農林漁業の継
続が可能な条件を備えていると認められるもの

（行為の制限、土地の買取申し出等）
①使用収益権者に農地としての管理を義務づけ
②農林漁業を営むために必要となる施設の設置
等に限り建築等が許可

③主たる従事者が死亡等の理由により従事するこ
とができなくなった場合、または告示日から30
年経過した場合、市町村長に買取り申出可能

④買取申し出の日から３カ月以内に所有権の移転
が行われなかった場合、行為制限が解除

生産緑地制度の概要（1991年改正生産緑地法）

（固定資産税の軽減措置）
三大都市圏の特定市 三大都市圏特定市以外の市町村

市街化区域内の農地

三大都市圏の特定市 三大都市圏特定市以外の市町村 納税猶予期間の終了理由とならない貸付け

市街化区域内の農地 適用なし
適用

（20年継続で免除） 営農困難時の貸付け（＊２）適用
（終生営農が必要）生産緑地地区

宅地並み評価・宅地並み課税 宅地並み評価・農地に準じた課税（＊１）

農地評価・農地課税 農地評価・農地課税生産緑地地区

（相続税納税猶予制度）

資料：農林水産省『食料・農業・農村白書 平成30年版』より作成。
＊ 1：三大都市圏の特定市以外の市町村の市街化区域内農地は、評価は宅地並みとなるものの、課税の際には負担調整措置（税額の増を前年
　　　度比最大＋10％までに抑制する措置）が講じられている。
＊ 2：納税猶予期間中に身体障害などにより営農困難となった場合の農地の貸付け。2009年度税制改正で創設され、2013年度税制改正で現
　　　行の要件に緩和された。
※特定市とは① 東京都の特別区、② 首都圏、中部圏、近畿圏内の政令指定都市、③ 首都圏整備法、中部圏開発整備法、近畿圏整備法に規定す
る既成都市区域または近郊整備区域をいう。2017年1月1日時点で特定市は214市区。

都市農業振興基本法制定以降の制度創設および制度改正措置

（改正生産緑地法等：2017年６月15日施行）
①生産緑地地区の下限面積についてこれまでの一律500㎡から、
市町村条例により300㎡まで引き下げることができる

②同一または隣接する街区の複数の農地を一団の農地として生産
緑地地区に指定できる（ただし個々の農地はそれぞれ100㎡以
上、都市計画運用指針改正）

③生産緑地地区の都市計画の公示日から30年経過しようとする
生産緑地を市町村が所有者等の同意を得て、特定生産緑地に
指定すると、買取り申出が可能となる期間が10年延長される
（特定生産緑地制度、再延長可能、2018年４月１日開始）
④農業の安定的な継続に資する直売所や農家レストラン等を生産
緑地地区内に設置することができる

（都市農地の貸借の円滑化に関する法律：2018年９月１日施行）
⃝生産緑地の貸借について法定更新の例外を設け、契約期間が
終われば自動的に返す仕組みの創設（相続税納税猶予制度を継
続させる税制特例措置を適用）
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都市農業振興基本法による農業の行方

い
る
が
、そ
の
減
少
幅
は
一
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、生
産
緑
地
の
減
少
は
小
幅
で
あ
る
こ

と
か
ら
、生
産
緑
地
制
度
は
都
市
農
地
の
保
全
に
は
一

定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。し
か
し
、

九
二
年
に
指
定
を
受
け
た
約
八
割
を
占
め
る
生
産
緑
地

は
、二
二
年
に
は「
三
〇
年
営
農
」の
義
務
を
終
え
る
。

　

こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る「
二
〇
二
二
年
問
題
」と
称
さ
れ
、

都
市
農
家
は
市
町
村
長
に
対
し
て
生
産
緑
地
の
買
取
り

の
申
出
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、営
農
を
継
続
す
る

の
か
ど
う
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
。こ
の
た
め
新
た
な

都
市
農
地
の
保
全
・
活
用
制
度
の
創
設
・
改
善
措
置
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、神
奈
川
県
や
大
阪
府
、東
京
都
日
野
市
な
ど

で
は
都
市
農
業
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、地
方
自
治
体

レ
ベ
ル
で
都
市
農
業
の
振
興
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。今

般
、全
国
レ
ベ
ル
で
都
市
農
業
を
安
定
的
・
継
続
的
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
の
が
、基
本
法
で
あ
る
。

　
政
府
に
求
め
ら
れ
る
総
合
的
施
策

　

基
本
法
の
制
定
を
受
け
て
、都
市
農
業
振
興
基
本
計

画（
以
下「
基
本
計
画
」）が
二
〇
一
六
年
五
月
に
策
定
さ

れ
た
。基
本
計
画
で
は
、こ
れ
ま
で「
宅
地
化
す
べ
き
も

の
」と
さ
れ
て
い
た
都
市
農
地
を
、「
都
市
に
あ
る
べ
き

も
の
」へ
と
大
き
く
政
策
転
換
し
、都
市
農
業
の
振
興
に

向
け
た
施
策
の
方
向
性
が
提
示
さ
れ
た
。

　

基
本
計
画
は
、以
下
の
三
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。一
つ
目
は
、都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
の
基
本
方
針
、二
つ
目
は
、都
市
農
業
の
振
興
に
関

し
て
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策
、三

つ
目
は
、都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
で
あ
る
。

　

計
画
実
現
の
留
意
点
と
し
て
は
、宅
地
化
農
地
を
含

め
て
都
市
農
地
区
域
を
広
く
捉
え
る
こ
と
、新
た
な
都

市
農
業
振
興
と
土
地
利
用
計
画
に
関
わ
る
制
度
的
措
置

を
進
め
る
こ
と
、保
全
す
べ
き
農
地
に
対
す
る
税
制
上

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
計
画
策
定
後
の
制
度
改
善
措
置
を
見
よ
う（
図
、

右
欄
）。二
〇
一
七
年
四
月
に「
都
市
緑
地
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」が
成
立
し
て
い
る
。そ
の
う
ち
都
市

農
地
の
保
全
・
活
用
に
関
わ
る
改
正
部
分
の
要
点
は
、以

下
の
四
つ
で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、生
産
緑
地
地
区
の
一
律
五
〇
〇
平
方
㍍

の
面
積
要
件
が
緩
和
さ
れ
、市
区
町
村
の
条
例
に
よ
り

面
積
要
件
を
三
〇
〇
平
方
㍍
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。ま
た
、都
市
計
画
運
用
指
針
も
改
正
さ

れ
、生
産
緑
地
の
都
市
計
画
に
お
け
る
一
団
の
農
地
の

考
え
方
も
緩
和
さ
れ
た
。二
つ
目
は
、生
産
緑
地
地
区
内

に
設
置
で
き
る
施
設
と
し
て
、直
売
所
、農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。三
つ
目
は
、都
市
計
画
決
定
の

告
示
後
三
〇
年
を
経
過
し
た
生
産
緑
地
へ
の
措
置
と
し

て
、買
取
り
申
出
が
可
能
と
な
る
始
期
の
延
期
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。「
特
定
生
産
緑
地
指
定
制
度
」と
称

さ
れ
、三
〇
年
経
過
後
は
一
〇
年
ご
と
に
延
長
が
可
能

と
な
る
。四
つ
目
は
、低
層
住
居
と
農
地
が
混
在
す
る
良

好
な
住
宅
市
街
地
の
環
境
の
保
護
を
目
的
と
し
た
新
た

な
用
途
地
域
と
し
て「
田
園
居
住
地
域
」が
創
設
さ
れ
た
。

　
都
市
農
地
貸
借
な
ど
保
全
措
置
も

　

こ
れ
ら
改
正
の
動
き
と
連
動
し
て
、今
年
六
月「
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」（
九
月
一
日
施

行
）が
制
定
さ
れ
た
。同
法
は
、都
市
農
業
に
お
け
る
担

い
手
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が
進
行
す
る
中
、都
市
農

地
を
活
用
す
る
観
点
か
ら
法
制
化
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、

意
欲
あ
る
都
市
農
業
者
や
市
民
農
園
向
け
に
、都
市
農

地
の
貸
し
借
り
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
整

備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

対
象
農
地
は
生
産
緑
地
で
あ
り
、相
続
税
納
税
猶
予

制
度
の
適
用
も
継
続
さ
れ
る
。貸
借
さ
れ
る
生
産
緑
地

は
農
地
法
の「
法
定
更
新
」の
例
外
と
し
て
、契
約
期
間

が
終
わ
れ
ば
所
有
者
に
は
自
動
的
に
返
却
さ
れ
る
。

　

な
お
、こ
の
仕
組
み
を
活
用
す
る
に
は
、借
り
手
が

「
事
業
計
画
」に
農
地
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
、市
町

村
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
取
り
組
み
要

件
と
は
、生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
加
工
品
を
地
元
や
隣

接
す
る
市
町
村
、都
市
計
画
区
域
内
で
販
売
す
る
、農
業

体
験
や
品
評
会
な
ど
の
都
市
住
民
の
交
流
を
図
る
取
り

組
み
を
実
施
す
る
、市
町
村
の
農
業
試
験
や
新
規
就
農

者
の
研
修
の
た
め
に
農
地
を
活
用
す
る
、災
害
発
生
時
、

農
地
を
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を

決
め
た
協
定
を
地
方
公
共
団
体
な
ど
と
結
ぶ
、減
農
薬

の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
行

う
、地
域
の
特
産
品
の
生
産
な
ど
都
市
農
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
で
あ
り
、い
ず
れ
か
一
つ
を
満
た
す
必
要
が

あ
る（
注
２
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、基
本
法
制
定
を
受
け
て
都
市
農
地

の
保
全
・
活
用
の
た
め
の
制
度
改
善
措
置
が
な
さ
れ
た
。

都
市
農
業
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、そ
の
振
興
・
発
展

に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

表
２
は
、三
大
都
市
圏
特
定
市
に
お
け
る
生
産
緑
地

地
区
指
定
の
状
況
を
圏
域
別
・
都
道
府
県
別
に
見
た
も

の
で
あ
る
。生
産
緑
地
地
区
指
定
面
積
は
、圏
域
別
で

は
首
都
圏（
五
六
・
七
％
）が
六
割
近
く
と
多
く
を
占
め

て
い
る
中
、都
道
府
県
別
で
は
、東
京
都（
三
三
三
〇
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特集　『都市農業』という農業

㌶
）を
筆
頭
に
、大
阪
府（
二
一
〇
〇
㌶
）、埼
玉
県（
一

八
二
五
㌶
）、神
奈
川
県（
一
四
〇
四
㌶
）、愛
知
県（
一

二
〇
六
㌶
）、千
葉
県（
一
一
八
九
㌶
）が
一
〇
〇
〇
㌶

を
超
え
て
い
る（
注
３
）。ち
な
み
に
、生
産
緑
地
を
都

市
の
緑（
緑
地
空
間
）と
し
て
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、例

え
ば
東
京
都
の
都
市
公
園
面
積（
二
〇
一
三
年
三
月
末

現
在
）は
五
七
二
二
㌶
、大
阪
府
の
そ
れ
は
四
五
五
四

㌶
で
あ
り
、生
産
緑
地
が
有
す
る
役
割
を
考
え
る
と
、

貴
重
な
緑
資
源
と
言
え
よ
う
。

　
四
つ
の
課
題
へ
の
対
応
策

　

冒
頭
に
申
し
上
げ
た
都
市
農
業
の
四
つ
の
課
題
に
ど

う
対
応
す
べ
き
か
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
、第
一
の
都
市
農
家
の
育
成
・
支
援
に
つ
い
て

は
、国
の
支
援
事
業
の
活
用
と
と
も
に
、地
方
自
治
体
の

独
自
の
施
策
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。例
え
ば
自
治
体
意

見
を
踏
ま
え
る
と
、都
市
農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る

た
め
の
支
援（
農
業
機
械
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の

施
設
整
備
、ほ
場
整
備
・
か
ん
が
い
排
水
・
農
道
な
ど
の

生
産
基
盤
整
備
、農
業
経
営
展
開
の
た
め
の
技
術
・
知
識

の
普
及
指
導
）、都
市
農
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
・
地
域
農
産
物

の
販
売
促
進
活
動
・
販
路
拡
大
な
ど
の
農
業
生
産
の
支

援（
農
産
物
直
売
施
設
、農
産
物
加
工
施
設
、集
出
荷
・

調
整
施
設
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
整
備
、学
校

給
食
な
ど
へ
の
地
元
産
農
産
物
の
活
用
・
供
給（
地
産
地

消
）シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
整
備
）、都
市
と
農
村
交
流
の

推
進
支
援（
市
民
農
園
・
体
験
農
園
・
観
光
農
園
な
ど
の

農
園
整
備
、食
育
の
推
進
）な
ど
が
重
要
と
思
わ
れ
る

（
注
４
）。そ
の
た
め
に
は
、国
の
総
合
的
・
計
画
的
な
都

市
農
業
振
興
施
策
の
充
実
と
と
も
に
、地
方
自
治
体
の

特
色
あ
る
地
方
計
画
づ
く
り
と
、そ
れ
に
基
づ
く
支
援

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
の
農
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
二
二
年
問

題
」を
都
市
農
業
の
転
換
期
と
捉
え
、制
度
改
善
措
置
が

と
ら
れ
た
都
市
農
地
保
全
・
活
用
制
度
を
大
い
に
利
用

す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、新
た
な
都
市
農
地

制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、「
特
定
生
産
緑
地
指
定

制
度
」の
活
用
、小
規
模
農
地（
三
〇
〇
平
方
㍍
～
五
〇

〇
平
方
㍍
未
満
）を
含
む
宅
地
化
農
地
の
生
産
緑
地
へ

の
追
加
指
定
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
あ
る

（
注
５
）。

　

第
三
の
都
市
農
地
貸
借
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
制
度
の
周
知
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、都
市

農
家
の
意
識
を
転
用
か
ら
利
用
・
活
用
意
識
へ
と
醸
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
高
齢
・
後
継
者
難
の
都
市
農

家
の
中
で
貸
付
希
望
の
あ
る
都
市
農
地（
生
産
緑
地
）に

つ
い
て
は
、貸
借
制
度
を
活
用
し
て
、意
欲
あ
る
都
市
農

家
の
育
成
、新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
に
つ
な
げ
る
だ

け
で
な
く
、体
験
農
園
・
市
民
農
園
・
学
童
農
園
・
福
祉

農
園
な
ど
、都
市
地
域
な
ら
で
は
の
市
民
参
加
型
農
地

利
用
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
の
農
業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、都
市
農
業
を
振
興
・
推
進
す
る
協
議
会
を
設

置
・
運
営
す
る
な
ど
都
市
計
画
部
局
と
農
政
部
局
の
連

携
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、都
市
農
家
と
地
域
住
民

と
の
協
力
・
連
携
・
協
働
を
軸
に
し
た
関
係
構
築
が
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
登
録
・
派

遣
、防
災
・
減
災
機
能
を
活
か
し
た
防
災
協
力
農
地
制
度

な
ど
の
推
進
も
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る
。   

表２　三大都市圏特定市における生産緑地地区指定状況

資料：国土交通省『土地白書 平成28年版』より作成。
注：市街化区域内農地面積は2015年１月１日現在、生産緑地面積は2014年３月31日現在。

単位：ha、％

地　域

茨城県 340
3,926
2,800
4,157
2,594
13,826
931
3,690
572
5,193
1,331
3,196
793
1,439
6,760
25,778

90
1,825
1,189
3,330
1,404
7,837
237
1,206
191
1,634
855
2,100
534
615
4,104
13,575

26.5
46.5
42.5
80.1
54.1
56.7
25.5
32.7
33.4
31.5
64.2
65.7
67.3
42.7
60.7
52.7

埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県

首都圏計
静岡県
愛知県
三重県

中部圏計
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県

近畿圏計
三大都市圏計

市街化区域内
農地面積
（Ａ）

生産緑地地区
指定面積
（Ｂ）

指定率
（B/Ａ）

注
１
：「
農
業
セ
ン
サ
ス
」に
よ
る
と
、一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇

一
五
年
に
か
け
て
農
家
一
戸
平
均
の
経
営
耕
地
規
模
は
、東
京

都
が
〇
・
四
九
㌶
か
ら
〇
・
四
四
㌶
へ
、大
阪
府
が
〇
・
三
七
㌶

か
ら
〇
・
三
五
㌶
へ
と
推
移
し
て
い
る（
大
西
敏
夫「
都
市
農
業

に
お
け
る
経
営
展
開
の
可
能
性
と
そ
の
条
件
」『
農
業
と
経
済
』

第
八
四
巻
第
二
号
、二
〇
一
八
年
三
月
、昭
和
堂
）。

注
２
：『
日
本
農
業
新
聞
』二
〇
一
八
年
八
月
二
九
日
付
。

注
３
：
な
お
、三
大
都
市
圏
以
外
の
地
方
圏
の
市
街
化
区
域
内

農
地
面
積（
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
現
在
）は
三
万
五
三
四
一

㌶
、う
ち
生
産
緑
地
地
区
指
定
面
積（
二
〇
一
四
年
三
月
三
一

日
現
在
）は
七
九
㌶
で
あ
る（
国
土
交
通
省『
土
地
白
書 

平
成
二

八
年
版
』）。

注
４　

農
林
水
産
省『
都
市
農
業
に
関
す
る
実
態
調
査（
農
業

振
興
局
）』二
〇
一
一
年
一
〇
月
を
参
照
。

注
５　

生
産
緑
地
の
面
積
要
件
を
引
き
下
げ
る
条
例
を
制
定

し
た
自
治
体
は
、二
〇
一
八
年
四
月
一
日
現
在
、五
〇
自
治
体

で
あ
る（『
日
本
農
業
新
聞
』二
〇
一
八
年
七
月
三
日
付
）。
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都
市
農
業
観
に
劇
的
な
変
化

　
「
都
市
農
業
」と
い
う
言
葉
が
今
、世
間
で
は
当
然
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、こ
の
二
、三
〇
年
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
都
市
と
農
業
と
は
背
反
す
る
概
念
と
し
て

存
在
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、都
市
は

農
業
・
農
地
を
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
。

都
市
化
は
経
済
成
長
と
一
体
化
し
て
も
た
ら
さ
れ
、農

地
の
壊
廃
が
進
行
し
て
き
た
が
、こ
う
し
た
流
れ
は
逆

行
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
し
て
も
は
や
、「
都
市
農
業
」と
い
う
言
葉
は
違
和

感
を
抱
か
れ
る
ど
こ
ろ
か
、緑
や
自
然
が
残
る
潤
い
あ

る
都
市
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。都
市
農
業
に
対
す
る
視
線
や
認
識
は
、ま

さ
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
化
し
た
。

　

今
ま
で
の
流
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
別
稿
に
譲

る
こ
と
に
す
る
が
、大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
バ
ブ
ル

崩
壊
以
前
の
流
れ
を
見
る
と
、高
度
経
済
成
長
に
伴
っ

て
宅
地
、工
場
用
地
、道
路
な
ど
の
膨
大
な
土
地
需
要
が

発
生
す
る
中
、農
地
の
転
用
を
促
進
す
る
た
め
に
成
立

し
た
の
が
一
九
六
八
年
制
定
の
都
市
計
画
法
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、市
街
化
区
域
に
あ
る
農
地
は「
宅
地
化
す

べ
き
も
の
」と
さ
れ
、所
管
は
農
林
省（
当
時
）か
ら
建
設

省（
当
時
）へ
と
移
行
し
、都
市
農
業
は
農
政
か
ら
排
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、ア
メ
リ
カ
か
ら
の
対
米
貿
易
収
支

黒
字
解
消
の
圧
力
を
受
け
て
、八
六
年
の「
前
川
レ
ポ
ー

ト
」が
輸
出
依
存
型
経
済
か
ら
内
需
拡
大
な
ど
へ
の
転

換
を
打
ち
出
し
、い
っ
そ
う
そ
の
圧
力
を
強
め
る
こ
と

に
な
る
。同
時
に
、都
市
農
業
・
農
地
不
要
論
が
跋ば

っ

扈こ

し

て
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
、都
市
農
業
は
都
市
住
民
の

厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
を
機
に
そ
れ
ま
で
の
開
発

一
辺
倒
の
流
れ
が
逆
転
し
た
。そ
し
て
都
市
農
業
見
直

し
の
機
運
が
高
ま
り
、二
〇
一
五
年
四
月
、都
市
農
業
振

興
基
本
法
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
政
か
ら
排
除
さ
れ
た
都
市
農
家

　

都
市
農
業
の
現
状
を
数
字
で
見
る
と
、農
家
戸
数
は

二
二
・
八
万
戸
、農
地
面
積
は
八
万
㌶
、販
売
金
額
は
四

四
六
六
億
円
で
あ
る
が
、農
業
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

農
家
戸
数
九
％
、農
地
面
積
二
％
、販
売
金
額
九
％
と
な

り（
二
〇
一
六
年
の
Ｊ
Ａ
全
中
公
表
資
料
の
推
計
に
よ

る
）、農
地
面
積
に
対
し
て
販
売
金
額
が
多
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、都
市
農
業
は
小
規
模
面
積
な
が
ら

も
、野
菜
を
中
心
に
品
質
重
視
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

　
特
集
　『
都
市
農
業
』と
い
う
農
業
　

都
市
農
業
の
か
た
ち
が
日
本
農
業
の
先
駆
け

都
市
農
業
は
多
角
的
経
営
、複
合
経
営
を
し
な
が
ら
、露
地
栽
培
に
と
ど
ま
ら
ず
に
施

設
型
農
業
、観
光
農
業
、市
民
農
園
、体
験
農
園
な
ど
多
様
な
農
業
を
展
開
し
た
。こ
の

歩
み
が
、「
宅
地
化
す
べ
き
農
地
」を「
保
全
す
べ
き
農
地
」へ
の
期
待
に
変
え
た
。都
市

農
業
の「
来
し
方
、往
き
方
」が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に
日
本
農
業
の
先
駆
け
が
あ
る
。

農的社会デザイン研究所 代表

蔦谷 栄一  Eiichi Tsutaya

つたや えいいち
1948年生まれ。71年から農林中央金庫勤務。株式会社農林
中金総合研究所・常務取締役、特別理事を経て2013年10月
から現職。主な著書は『未来を耕す農的社会』『農的社会を
ひらく』『共生と提携のコミュニティ農業へ』（全て創森
社）、『都市農業を守る』（家の光協会）など。
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特集　『都市農業』という農業

応
し
た
高
単
価
の
農
産
物
生
産
に
注
力
し
て
き
た
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

従
っ
て
都
市
農
家
の
販
売
収
入
は
相
対
的
に
高
収
入

で
あ
る
と
言
え
る
が
、一
方
で
固
定
資
産
税
や
都
市
計

画
税
の
負
担
は
過
大
で
あ
り
、農
業
収
入
だ
け
で
こ
れ

を
賄
う
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。こ
の
た
め
、ア

パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
の
経
営
が
必
然
化
さ
れ
、そ
こ

か
ら
の
農
外
収
入
を
税
金
の
支
払
い
に
充
て
て
き
た
。

　

ま
た
、相
続
税
納
税
猶
予
制
度
は
あ
る
も
の
の
、終
身

営
農
が
条
件
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
産
緑
地
の
指
定
を

受
け
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、相
続
税
支
払
い
の
た
め
の

農
地
売
却
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。

　

つ
ま
り
、農
地
を
守
っ
て
き
た
都
市
農
家
は
農
政
か

ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、原
則
と
し
て
補
助
金
な
ど
の
支

援
が
な
く
、し
か
も
過
大
な
税
負
担
を
強
制
さ
れ
る
中

で
、自
立
経
営
を
目
指
す
し
か
道
は
な
か
っ
た
。

　

苦
し
い
環
境
下
で
形
成
さ
れ
た
都
市
農
業
経
営
は
、

「
不
動
産
収
入
な
ど
を
含
む
兼
業
と
い
う
以
上
に
多
角

的
経
営
・
複
合
経
営
の
展
開
」「
露
地
栽
培
だ
け
で
な
く

施
設
型
の
農
業
、観
光
農
園
、市
民
農
園
・
体
験
農
園
な

ど
の
多
様
な
農
業
の
展
開
」「
鮮
度
を
は
じ
め
と
す
る
身

近
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
対
応
へ
の
注
力
」と
い
う
三
つ

の
策
を
生
み
出
し
た
。そ
し
て
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
生
き
残
り
を
図
り
、辛
う
じ
て
都
市
農
地
は

維
持
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　
多
様
な
機
能
発
揮
が
今
や
存
在
感

　

都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
都
市
農
業
の

実
態
・
実
情
を
踏
ま
え
、二
〇
一
五
年
に
都
市
農
業
振
興

基
本
法
が
成
立
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、都
市
農
地
は

「
宅
地
化
す
べ
き
農
地
」か
ら「
保
全
す
べ
き
農
地
」と
し

て
そ
の
位
置
付
け
を
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
き
く
見
直
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、都
市
農
業
が
発

揮
す
べ
き「
多
様
な
機
能
」で
あ
る
。こ
の
多
様
な
機
能

を
具
体
的
に
挙
げ
る
と
、農
産
物
を
供
給
す
る
機
能
、防

災
の
機
能
、良
好
な
景
観
の
形
成
の
機
能
、国
土
・
環
境

の
保
全
の
機
能
、農
作
業
体
験
・
学
習
・
交
流
の
場
を
提

供
す
る
機
能
、農
業
に
対
す
る
理
解
醸
成
の
機
能
の
六

つ
と
な
る
。

　

併
せ
て
一
九
九
九
年
に
成
立
し
た
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
多
面
的
機
能
」に
つ
い
て

確
認
す
る
と
、「
農
業
生
産
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
生
ず
る
食
料
そ
の
他
の
農
産
物
の
供
給
の
機
能
以

外
」と
し
て
、国
土
の
保
全
、水
源
の
か
ん
養
、自
然
環
境

の
保
全
、良
好
な
景
観
の
形
成
、文
化
の
伝
承
な
ど
、が

あ
る
。

　

そ
こ
で
、日
本
の
農
業
全
体
に
発
揮
が
求
め
ら
れ
る

「
多
面
的
機
能
」と
、都
市
農
業
に
期
待
さ
れ
る「
多
様
な

機
能
」と
を
比
較
す
る
と
、農
産
物
を
供
給
す
る
機
能
、

良
好
な
景
観
の
形
成
の
機
能
、国
土
・
環
境
の
保
全
の
機

能
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
る
が
、都
市
農
業
の「
多
様

な
機
能
」に
は
防
災
の
機
能
、農
作
業
体
験
・
学
習
・
交

流
の
場
を
提
供
す
る
機
能
、農
業
に
対
す
る
理
解
醸
成

の
機
能
が
付
加
さ
れ
て
い
る（
表
）。

　

す
な
わ
ち
、都
市
農
地
は
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害

時
の
避
難
場
所
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

都
市
住
民
の
農
業
参
画
や
、子
ど
も
た
ち
の
食
農
体
験

の
場
と
し
て
の
位
置
付
け
も
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　

特
に「
多
様
な
機
能
」の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら

れ
る
の
が
農
作
業
体
験
・
学
習
・
交
流
の
場
を
提
供
す
る

機
能
で
あ
り
、「
多
面
的
機
能
」と
同
時
に
、こ
の
新
た
な

表　「多面的機能」と「多様な機能」の比較

※農林水産省資料を基に作成

農業の「多面的機能」

求められる機能

国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等農村で
農業生産活動が行われることにより生ずる食料その他の農産物の供給の機能以外の多
面にわたる機能（以下「多面的機能」という。）については、国民生活及び国民経済の安定
に果たす役割にかんがみ、将来にわたって、適切かつ十分に発揮されなければならない。

「食料・農業・農村基本法」（第3条）1999年制定

⃝国土の保全
⃝水源のかん養
⃝自然環境の保全
⃝良好な景観の形成
⃝文化の伝承　など

都市農業の振興は、都市農業が、これを営む者及びその他の関係者の努力により継続され
てきたものであり、その生産活動を通じ、都市住民に地元産の新鮮な農産物を供給する機
能のみならず、都市における防災、良好な景観の形成並びに国土及び環境の保全、都市住
民が身近に農作業に親しむとともに農業に関して学習することができる場並びに都市農業
を営む者と都市住民及び都市住民相互の交流の場の提供、都市住民の農業に対する理解
の醸成等農産物の供給の機能以外の多様な機能を果たしていることに鑑み、これらの機能
が将来にわたって適切かつ十分に発揮されるとともに、そのことにより都市における農地
の有効な活用及び適正な保全が図られるよう、積極的に行われなければならない。

「都市農業振興基本法」（第3条）2015年制定

⃝農産物を供給する機能
⃝防災の機能
⃝良好な景観の形成の機能
⃝国土・環境の保全の機能
⃝農作業体験・学習・交流の場を提供する機能
⃝農業に対する理解醸成の機能　など

都市農業の「多様な機能」
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都市農業のかたちが日本農業の先駆け

か
、こ
の
有
機
農
業
生
産
を
支
援
す
る
の
は
自
分
た
ち

だ
、と
い
う
意
識
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。ま
さ
に
Ｃ
Ｓ
Ａ

（
地
域
支
援
型
農
業
）と
も
い
う
べ
き
取
り
組
み
と
言
っ

て
い
い
。

　

周
辺
に
保
育
園
や
小
学
校
が
あ
り
、Ｓ
農
場
は
こ
れ

ま
で
農
業
体
験
の
場
を
提
供
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち

の
出
入
り
が
増
え
る
の
に
比
例
し
て
、そ
の
母
親
た
ち

の
出
入
り
も
増
え
て
い
る
。

　

母
親
た
ち
は
農
業
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
さ
ん
の

指
導
で
収
穫
し
た
ダ
イ
コ
ン
を
漬
け
物
に
し
た
り
、最

近
で
は
自
ら
藍
を
栽
培
・
収
穫
し
て
藍
染
め
を
始
め
た
。

さ
ら
に
は“
プ
レ
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
”と
銘
打
っ
て
、自

分
た
ち
で
収
穫
し
た
農
産
物
を
畑
横
の
作
業
小
屋
で
調

理
し
、皆
で
会
食
す
る
。

　

Ｓ
農
場
の
活
動
は“
空
間
提
供
業
”と
い
う
べ
き
も
の

に
ま
で
広
が
り
、新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
課
題
は
都
市
農
業
の
位
置
付
け

　

こ
う
し
た
都
市
農
業
の
位
置
付
け
や
経
営
実
態
は
、

日
本
農
業
全
体
の
動
き
の
中
で
ど
の
よ
う
に
評
価
し
得

る
の
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
日
本
農
業
全
体
と
ど
の
よ
う

に
関
係
し
、影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

　

担
い
手
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、小
規
模
経
営
と

高
コ
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、日
本
農
業
は
多
く
の
構

造
的
問
題
を
抱
え
て
お
り
、こ
れ
が
三
八
％
（
二
〇
一

七
年
度
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）と
い
う
低
食
料
自
給
率
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
農
業
構
造
は
、自
然
条
件
・
国
土
条
件
に
大
き
な

制
約
が
あ
る
中
、農
業
の
近
代
化
、そ
し
て
経
済
成
長
と

と
も
に
構
築
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、工
業
製
品
を

主
と
し
た
輸
出
の
増
大
と
貿
易
収
支
の
黒
字
累
積
に
伴

う
円
高
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
。

　

構
造
改
善
を
目
指
し
た
農
業
基
本
法
の
下
で
は
、食

料
自
給
率
は
一
貫
し
て
低
下
を
続
け
、四
割
も
の
米
の

生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。そ
し
て
、も
は
や

農
業
基
本
法
に
よ
る
リ
ー
ド
に
は
限
界
が
あ
る
と
し
て
、

一
九
九
一
年
の
政
策「
新
し
い
食
料
・
農
業
・
農
村
の
方

向
」、そ
し
て
九
九
年
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が

生
ま
れ
た
。市
場
原
理
に
沿
っ
て
大
規
模
化
・
低
コ
ス
ト

化
に
よ
る
構
造
改
善
を
目
指
す
一
方
、多
面
的
機
能
の

発
揮
に
よ
る
農
業
・
農
村
が
持
つ
外
部
価
値
を
評
価
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、日
本
農
業
の
存
在
意
義
の
再
整
理

を
図
っ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
農
政
展
開
は
、二
〇
一
六
年
一

一
月
に
改
訂
さ
れ
た「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」に
象
徴
さ
れ
る
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
、①
国
内
外
の
需
要
を
取
り
込
む
た

め
の
輸
出
促
進
、地
産
地
消
、食
育
等
の
推
進
、②
六
次

産
業
等
の
推
進
、③
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
等
に

よ
る
農
業
構
造
の
改
革
と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、④
経

営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
及
び
日
本
型
直
接
支
払
制

度
の
創
設
、⑤
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
農
協
・
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
改
革
の
推
進
、⑥
更
な
る
農
業

の
競
争
力
強
化
の
た
め
の
改
革
、⑦
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
農
山
漁
村
の
活
性
化
、⑧
林
業
の
成
長
産
業
化
、

⑨
水
産
日
本
の
復
活
、⑩
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
、と
い
う
一
〇
の
取
り
組
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
は「
強
い
農
業
の
創
造
」で
あ

り
、「
農
業
・
農
村
全
体
の
所
得
を
今
後
一
〇
年
間
で
倍

増
」さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。食
料
・
農
業
・

機
能
の
発
揮
に
よ
っ
て
農
業
に
対
す
る
積
極
的
な
理
解

を
醸
成
・
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、「
多
様
な
機
能
」と
は
多
面
的
機
能

に
と
ど
ま
ら
ず
、農
家
が
農
作
業
体
験
・
学
習
・
交
流
の

場
と
し
て
農
地
を
提
供
す
る
こ
と
で
都
市
住
民
と
交

流
・
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
農
業
者
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
前
提

と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、こ
の「
多
様
な
機
能
」は
教
育
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
直
結
し
、「
公
共
性
・
公
益
性
」と
一
体

関
係
に
あ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
プ
レ
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食

　

都
市
農
業
の
形
態
は
実
に
多
様
で
あ
り
、さ
ら
に「
多

様
な
機
能
」の
発
揮
を
期
待
さ
れ
る
た
め
、経
営
モ
デ
ル

化
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
は
難
し
い
。基
本
は
周
辺
環
境

も
含
め
た
人
的
資
源
、物
的
資
源
を
活
か
し
て
い
く
こ

と
に
尽
き
る
が
、筆
者
が
注
目
し
て
い
る
東
京
都
武
蔵

野
市
の
Ｓ
農
場
の
取
り
組
み
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
武
蔵
境
駅
か
ら
徒
歩
一
〇
分
弱
、玉

川
上
水
が
す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
、緑
の
多
い
文
教
地
区
に

Ｓ
農
場
は
あ
る
。畑
面
積
は
二
〇
㌃
ほ
ど
で
、ご
多
分
に

漏
れ
ず
、ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
を
経
営
し
て
繰
り
回
し

て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
有
機
農
業
に
長
年
取
り
組
ん
で
お
り
、有

機
農
業
、生
命
観
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。身
近
な
場
所
で

生
産
さ
れ
た
有
機
農
産
物
は
好
評
で
、地
域
に
は
Ｓ
農

場
の
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　

こ
の
た
め
、野
菜
の
代
金
は
前
払
い
制
に
し
て
、消
費

者
が
後
で
有
機
農
産
物
を
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
に
対

し
て
、地
域
の
消
費
者
は
違
和
感
を
持
た
な
い
ど
こ
ろ
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農
村
基
本
法
に
よ
る
大
規
模
化
・
低
コ
ス
ト
化
の
推
進

に
よ
る
市
場
原
理
へ
の
対
応
と
、多
面
的
機
能
の
発
揮

を
評
価
し
た
所
得
補ほ

填て
ん

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

食
料
の
確
保
と
農
業
・
農
村
の
維
持
・
活
性
化
を
目
指
し

た
は
ず
が
、構
造
改
善
に
よ
る
市
場
原
理
へ
の
対
応
に

著
し
く
偏
っ
て
農
政
展
開
が
図
ら
れ
て
き
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、わ
が
国
農
政
は
産
業
政
策
と

地
域
政
策
を
両
輪
と
し
て
展
開
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の

が
、産
業
政
策
ば
か
り
が
先
行
し
、地
域
政
策
は
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
誰
も
が
納
得
す
る
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

　

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
日
本
農
業
が
競
争
力
に
乏
し

い
の
は
、構
造
改
善
の
遅
れ
だ
け
で
は
な
く
、む
し
ろ
平

地
が
少
な
く
起
伏
の
多
い
自
然
条
件
・
国
土
条
件
の
制

約
と
産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
に
伴
っ
て
の
円
高

に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

い
っ
て
み
れ
ば
、競
争
原
理
を
強
化
す
る
だ
け
で
は

日
本
農
業
の
維
持
・
活
性
化
は
困
難
で
あ
り
、む
し
ろ
現

在
の
農
政
で
は
小
規
模
・
家
族
経
営
の
脱
落
を
招
く
ば

か
り
で
あ
る
。こ
れ
で
は
、農
村
の
活
力
喪
失
に
直
結
し

か
ね
な
い
。

　

こ
う
し
た
事
情
は
、程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
先
進
各
国

に
共
通
し
た
も
の
で
あ
り
、競
争
力
強
化
を
図
り
な
が

ら
も
農
業
支
援
を
増
強
し
て
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

ち
な
み
に
各
国
の
農
業
生
産
額
に
対
す
る
農
業
予
算
の

割
合（
二
〇
一
二
年
）を
見
る
と
、日
本
は
三
八
・
二
％

で
あ
る
の
に
対
し
、フ
ラ
ン
ス
は
四
四
・
四
％
、イ
ギ
リ

ス
六
三
・
二
％
、ド
イ
ツ
六
〇
・
六
％
で
あ
り
、ア
メ
リ

カ
に
至
っ
て
は
七
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
る（『
Ｊ
Ｃ
総

研
レ
ポ
ー
ト
』二
〇
一
六
冬
よ
り
）。

　

む
し
ろ
今
、農
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、大
規
模

化
・
低
コ
ス
ト
化
の
推
進
と
い
う
以
上
に
、農
業
を
支
援

し
な
が
ら
持
続
的
な
食
料
・
農
業
・
農
村
を
目
指
し
て
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
。

多
額
の
予
算
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
国
民
・
消
費
者
、そ

し
て
農
業
者
が
納
得
し
、期
待
し
得
る
日
本
農
業
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
、こ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
日
本
農
業
生
き
残
り
の
道
を
示
唆

　

そ
こ
で
、改
め
て
都
市
農
業
の
動
向
に
注
目
し
て
み

た
い
。「
宅
地
化
す
べ
き
農
地
」だ
っ
た
も
の
が
今
回「
保

全
す
べ
き
農
地
」と
さ
れ
た
の
は
、「
多
面
的
機
能
」に
防

災
の
機
能
、農
作
業
体
験
・
学
習
・
交
流
の
場
を
提
供
す

る
機
能
、農
業
に
対
す
る
理
解
醸
成
の
機
能
を
加
え
た

「
多
様
な
機
能
」の
発
揮
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

緑
農
一
体
化
し
た
環
境
形
成
と
、教
育
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
直
結
し
た「
公
共
性
・
公
益
性
」発
揮
へ
の

大
き
な
期
待
が
、都
市
農
業
の
位
置
付
け
の
見
直
し
を

可
能
に
し
た
。

　

一
方
、日
本
農
業
は
自
然
条
件
・
国
土
条
件
に
恵
ま
れ

な
い
と
さ
れ
て
き
た
。確
か
に
近
代
農
業
に
よ
る
大
規

模
化
を
進
め
る
に
は
、不
利
な
条
件
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
日
本
農
業
は
、①
豊
富
な
地
域
性
・
多

様
性
、②
極
め
て
高
い
水
準
の
農
業
技
術
、③
高
所
得
か

つ
安
全
・
安
心
、健
康
に
敏
感
な
多
数
の
消
費
者
の
存

在
、④
都
市
と
農
村
と
の
移
動
時
間
・
距
離
の
短
さ
、⑤

里
地
・
里
山
、棚
田
等
の
優
れ
た
景
観
、⑥
豊
か
な
森
と

海
、そ
し
て
水
の
存
在
な
ど
の
特
質
を
持
つ
。

　

中
で
も
都
市
農
業
は
③
、④
に
最
も
恵
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
活
か
す
こ
と
で
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き

た
。そ
し
て
、営
農
を
維
持
す
る
た
め
に
多
角
的
経
営
・

複
合
経
営
を
し
な
が
ら
、露
地
栽
培
に
と
ど
ま
ら
ず
、施

設
型
の
農
業
、観
光
農
園
、市
民
農
園
・
体
験
農
園
な
ど

の
多
様
な
農
業
を
展
開
し
て
き
た
。こ
れ
が「
多
様
な
機

能
」の
発
揮
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
評
価
を
得
て
、新

た
な
位
置
付
け
を
獲
得
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

都
市
農
業
の
こ
う
し
た
歩
み
は
、こ
れ
か
ら
の
日
本

農
業
の
方
向
を
考
え
て
い
く
に
当
た
り
、極
め
て
示
唆

的
で
も
あ
る
。

　

日
本
農
業
は
大
規
模
化
・
効
率
化
し
て
競
争
力
を
有

す
る
プ
ロ
農
業
者
と
共
に
、兼
業
農
家
や
自
給
的
農
家

ら
小
規
模
・
家
族
経
営
を
組
み
合
わ
せ
た
多
様
な
担
い

手
に
よ
っ
て
、地
域
性
・
多
様
性
を
活
か
し
た
農
業
、ま

さ
に
地
域
農
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。ま
た
同

時
に
、暮
ら
し
と
環
境
を
守
り
、農
村
の
活
性
化
を
も
可

能
に
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
方
向
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
は
産
業
政
策
と
地
域
政
策
を
一
体
に
融
合
さ
せ
て
、

地
域
農
業
を
振
興
し
つ
つ
農
村
の
維
持
・
活
性
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
農
業
の
生
き
残
り
の
道
は
、専
業
農
家
に
よ
る

企
業
的
経
営
ば
か
り
で
な
く
、六
次
産
業
化
や
農
業
体

験
・
農
泊
な
ど
も
含
め
た
経
営
の
多
角
化
・
複
合
化
も
含

め
、さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
よ
り
な
が
ら
お
の
お
の
が
自

立
経
営
を
目
指
し
て
地
域
農
業
を
展
開
し
、ま
た
、消
費

者
と
の
連
携
・
交
流
を
強
め
な
が
ら
地
域
循
環
を
膨
ら

ま
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

都
市
農
業
の
来
し
方
、生
き
ざ
ま
が
示
唆
す
る
と
こ

ろ
は
大
き
く
、日
本
農
業
の
先
駆
け
で
あ
る
、と
す
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。　
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あ
な
た
の
街
で
ぶ
ど
う
狩
り

　

消
費
者
が
身
近
に
い
る
都
市
部
で
は
、ア
イ
デ
ア
次
第

で
さ
ま
ざ
ま
な
販
路
確
保
が
可
能
な
だ
け
に
、多
様
な

生
産
販
売
の
仕
組
み
が
組
み
立
て
ら
れ
る
強
み
が
あ
る
。

　

東
京
都
世
田
谷
区
の
飯
田
勝
弘
さ
ん（
六
三
歳
）が
選

択
し
た
の
は
、区
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ブ
ド

ウ
の
導
入
と
直
売
だ
。

　

就
農
は
一
九
七
八
年
。翌
年
、大
学
時
代
か
ら
構
想
を

温
め
て
い
た
ブ
ド
ウ
栽
培
に
着
手
し
た
。父
親
は
、露
地

野
菜
栽
培
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た
篤
農
家
。「
野
菜
で

は
な
か
な
か
親
を
超
え
ら
れ
な
い
。収
益
性
の
高
い
新

規
作
物
な
ら
早
く
親
父
か
ら
独
立
で
き
る
と
、大
学
卒

業
時
に
恩
師
か
ら
言
わ
れ
た
ん
で
す
」と
飯
田
さ
ん
は

笑
う
。当
時
、ブ
ド
ウ
は
果
樹
の
中
で
も
高
い
栽
培
技
術

が
必
要
と
言
わ
れ
、し
か
も
火
山
灰
土
壌
の
世
田
谷
区

で
ブ
ド
ウ
栽
培
は
無
理
と
さ
れ
て
い
た
。「
難
し
い
と
い

う
こ
と
は
希
少
価
値
が
高
く
収
益
性
が
高
い
」と
飯
田

さ
ん
は
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

　

全
量
直
売
を
前
提
に
、東
京
都
農
業
試
験
場
で
品
種

開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の「
高
尾
」を
中
心
に
、「
紅
瑞
宝
」

「
ピ
オ
ー
ネ
」な
ど
複
数
の
高
級
品
種
を
新
植
。消
費
者

が
ブ
ド
ウ
園
に
入
っ
て
自
ら
収
穫
し
、出
口
で
会
計
す

る「
収
穫
販
売（
も
ぎ
と
り
販
売
）」方
式
を
考
案
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
あ
な
た
の
街
で
ぶ
ど
う
狩

り
」。八
二
年
に
販
売
を
始
め
る
と
、区
内
唯
一
の
ブ
ド

ウ
園
と
あ
っ
て
消
費
者
の
反
響
を
呼
び
、一
年
目
か
ら

完
売
の
人
気
を
得
た
。飯
田
さ
ん
の
成
功
で
仲
間
が
増

え
、八
四
年
に
は
四
戸
で「
世
田
谷
ブ
ド
ウ
研
究
会
」を

結
成
。そ
の
後
、会
員
は
一
八
戸
ま
で
増
加
し
、世
田
谷

区
に
ブ
ド
ウ
栽
培
が
広
が
っ
た
。現
在
、会
員
は
一
四
人
。

飯
田
さ
ん
を
含
め
全
農
園
で
後
継
者
が
育
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
に
は
、ワ
イ
ン
専
用
品
種
の
メ
ル
ロ
ー

の
栽
培
に
も
着
手
。本
格
的
な
ワ
イ
ン
を
と
、山
梨
県
内

を
回
っ
て
委
託
醸
造
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
醸
造
所
を

探
し
、〇
六
年
、『
Ａ
ｃ
ｔ 

ｏ
ｎ
ｅ
世
田
谷
メ
ル
ロ
ー
』を

商
品
化
。現
在
、年
間
五
〇
〇
～
六
〇
〇
本
を
販
売
し
て

い
る
。

　

飯
田
農
園
の
現
在
の
経
営
面
積
は
約
七
〇
㌃
。生
食

用
ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
専
用
ブ
ド
ウ
を
合
わ
せ
て
五
五
㌃
、

父
親
の
経
営
時
は
主
力
だ
っ
た
露
地
野
菜
は
一
五
㌃
に

減
少
し
た
が
、逆
に
、少
量
多
品
目
栽
培
・
庭
先
販
売
に

は
適
当
な
規
模
だ
。コ
マ
ツ
ナ
で
は「
小
松
菜
食
べ
隊
」

と
い
う
消
費
者
組
織
も
誕
生
。消
費
者
た
ち
が
自
ら
畑

で
収
穫
し
、計
量
や
金
額
計
算
も
行
い
、月
末
に
購
入
料

金
を
ま
と
め
て
支
払
う
。そ
の
他
の
野
菜
も
、顧
客
に
は

畑
か
ら
直
接
収
穫
し
て
も
ら
い
、残
っ
た
分
は
庭
先
販

売
で
完
売
す
る
。

　
特
集
　『
都
市
農
業
』と
い
う
農
業
　

都
市
な
る
が
ゆ
え
に
吹
く
農
業
に
む
け
た
風

都
市
農
業
は一九
六
八
年
制
定
の「
都
市
計
画
法
」に
よ
って
、市
街
化
区
域
内
の
農
業

は
、お
お
む
ね一〇
年
以
内
に
市
街
化
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、農
業
政
策
の
対
象
か
ら
除

外
し
、宅
地
化
推
進
策
が
強
力
に
進
め
ら
れ
る
。知
恵
と
創
意
で
生
き
残
る
都
市
農
業

者
た
ち
を
、気
鋭
の
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
レ
ポ
ー
ト
。

農業ジャーナリスト

榊田 みどり  Midori Sakakida

さかきだ みどり
秋田県生まれ。東京大学大学院修士課程修了。明治大学客
員教授。学生時代から農村現場を歩き、消費者団体勤務を
経て90年よりフリー記者。農水省「都市農業の振興に関す
る検討会」委員など歴任。著書に『雪印100株運動』（創森社、
共著）など。
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特集　『都市農業』という農業

　

農
地
面
積
に
制
約
が
あ
る
代
わ
り
に
収
益
性
の
高
い

品
目
の
施
設
園
芸
に
シ
フ
ト
し
、販
売
で
は
高
額
所
得

者
層
が
多
い
世
田
谷
区
の
強
み
も
活
か
し
た
経
営
だ
。

　
消
費
者
の
農
業
体
験
を
ビ
ジ
ネ
ス
化

　

一
方
、東
京
都
練
馬
区
で
は
、農
産
物
で
は
な
く
農
業

体
験
そ
の
も
の
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
た「
農
業
体
験
農
園
」

が
一
九
九
六
年
に
誕
生
し
注
目
を
集
め
た
。園
主
の
農

業
者
が
指
導
者
と
な
っ
て
、一
年
間
の
作
付
け
計
画
を

立
て
、種
苗
や
農
機
具
を
用
意
し
、一
区
画
三
〇
平
方
㍍

で
の
栽
培
収
穫
体
験
を
提
供
す
る「
市
民
参
加
型
農
園
」

だ
。

　

消
費
者
と
交
流
が
深
ま
る
だ
け
で
な
く
、単
収
が
約

一
〇
〇
万
円
と
、従
来
の
農
業
生
産
に
よ
る
単
収
よ
り

は
る
か
に
高
い
。そ
の
後
、二
〇
〇
二
年
に
は
東
京
都
農

業
体
験
農
園
園
主
会
、一
〇
年
に
は
全
国
農
業
体
験
農

園
協
会
が
組
織
さ
れ
、現
在
、取
り
組
む
農
業
者
は
全
国

で
約
一
四
〇
に
上
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
生
み
出
し
た
立
役
者
は
、

同
区
内
の
農
業
者
、「
緑
と
農
の
体
験
塾
」を
開
設
す
る

加
藤
農
園
の
加
藤
義
松
さ
ん（
六
四
歳
）と「
大
泉 

風
の

が
っ
こ
う
」を
開
設
す
る
白
石
農
園
の
白
石
好
孝
さ
ん

（
六
四
歳
）だ
。加
藤
さ
ん
は
一
九
八
〇
年
、白
石
さ
ん
は

七
八
年
に
就
農
。当
時
は
ど
ち
ら
の
営
農
形
態
も
、キ
ャ

ベ
ツ
単
作
・
市
場
出
荷
で
、二
人
と
も「
農
業
に
全
く
魅

力
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」と
口
を
揃
え
る
。

　

二
人
の
農
業
へ
の
姿
勢
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、や

は
り
直
売
事
業
だ
っ
た
。加
藤
さ
ん
は
八
四
年
、道
路
沿

い
の
物
置
小
屋
で
本
格
的
に
直
売
を
開
始
。生
産
体
系

も
、キ
ャ
ベ
ツ
単
作
か
ら
直
売
用
の
多
品
目
生
産
に
切

り
替
え
た
。予
想
以
上
の
人
気
を
呼
び
、農
業
収
入
が
安

定
し
た
だ
け
で
な
く
、消
費
者
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト

に
伝
わ
っ
て
く
る
実
感
に
、農
業
の
や
り
が
い
が
一
気

に
上
が
っ
た
。

　

や
が
て
、子
ど
も
た
ち
の
同
級
生
や
保
護
者
が
畑
に

遊
び
に
来
る
よ
う
に
な
り
、農
家
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
だ
っ
た
畑
の
農
作
物
や
生
き
物
に
驚
き
、収
穫
体
験

に
感
動
す
る
様
子
に
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、野
菜
を

作
っ
て
売
る
よ
り
野
菜
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
売
る
ほ

う
が
面
白
い
の
で
は
な
い
か
」と
考
え
始
め
た
。九
二

年
、友
人
だ
っ
た
白
石
さ
ん
に
相
談
。そ
の
夜
一
晩
で
、

農
業
体
験
農
園
の
開
設
・
運
営
支
援
を
求
め
る
意
見
書

の
原
案
を
二
人
で
作
成
し
、練
馬
区
の
担
当
職
員
に
持

ち
込
ん
だ
の
が
、同
事
業
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
。

　

農
業
体
験
農
園
の
構
想
が
生
ま
れ
た
九
二
年
は
、「
改

正
生
産
緑
地
法
」が
施
行
さ
れ
、農
地
所
有
者
が「
三
〇

年
営
農
継
続
」と
い
う
条
件
を
飲
ん
で「
生
産
緑
地
」指

定
を
受
け
る
か
、指
定
を
受
け
ず
に「
宅
地
化
農
地
」と

す
る
か
、短
期
間
で
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
年
で
も
あ
る
。

バ
ブ
ル
期
の
地
価
高
騰
で
都
市
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ
が
吹

き
荒
れ
、都
市
農
業
へ
の
理
解
を
ど
う
や
っ
て
広
げ
る

か
が
、営
農
継
続
を
望
む
農
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
た
。

　

白
石
農
園
も
、加
藤
農
園
と
同
様
に
八
七
年
か
ら
農

園
直
売
を
ス
タ
ー
ト
し
、徐
々
に
経
営
形
態
が
変
わ
り

始
め
て
い
た
が
、農
業
体
験
農
園
の
開
設
後
、さ
ら
に
市

民
交
流
型
へ
と
シ
フ
ト
を
強
め
た
。九
八
年
に
精
神
障

が
い
者
の
社
会
適
応
訓
練
協
力
事
業
所
の
認
定
を
受
け

て
障
が
い
者
雇
用
を
始
め
、二
〇
〇
三
年
に
は
農
業
体

験
農
園
の
園
主
仲
間
と
食
農
教
育
を
事
業
と
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
畑
の
教
室
を
設
立
。〇
八
年
に
は
農
業
体
験
農

園
の
生
徒
だ
っ
た
シ
ェ
フ
・
毛
利
彰
伸
さ
ん（
四
八
歳
）

と
連
携
し
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｌ
ａ
毛
利
」を
開
店
。翌

〇
九
年
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
取
り
園
も
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

現
在
、一
・
四
㌶
の
ほ
場
の
う
ち
農
業
体
験
農
園
が
五

〇
㌃
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
一
〇
㌃
、残
り
八
〇
㌃
が
直
売

用
の
野
菜
の
露
地
・
ハ
ウ
ス
栽
培
ほ
場
だ
。

　
「
生
産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
た
一
九
九
二
年
以
降
、農

業
生
産
だ
け
で
は
な
い
都
市
農
地
の
多
面
性
に
つ
い
て

ず
っ
と
考
え
、都
市
と
の
共
生
と
い
う
視
点
で
、地
域
と

幅
広
く
か
か
わ
り
協
調
し
て
い
く
農
業
経
営
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。一
つ
一
つ
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
き

て
、気
が
付
け
ば
そ
れ
が
今
回
の
都
市
農
業
振
興
基
本

法
の
多
面
的
機
能
の
位
置
付
け
に
反
映
さ
れ
て
い
た
印

象
で
す
」（
白
石
さ
ん
）

　
都
市
農
業
の
新
世
代
の
動
き

　

近
年
、こ
の
三
農
園
は
世
代
交
代
の
時
期
を
迎
え
て

い
る
。飯
田
農
園
で
は
、三
年
前
に
長
女
の
亜
沙
子
さ
ん

（
三
〇
歳
）が
会
社
勤
め
を
辞
め
自
宅
に
戻
り
就
農
。

　

白
石
農
園
で
は
、二
年
前
に
長
男
の
秀
徳
さ
ん（
三
〇

飯田農園のブドウで醸造されたワイン



2018・11 AFCフォーラム　13

都市なるがゆえに吹く農業にむけた風

歳
）が
大
手
青
果
卸
会
社
勤
務
を
経
て
就
農
し
、こ
れ
を

機
に
販
路
を
拡
大
。現
在
、農
園
直
売
、Ｊ
Ａ
直
売
所
二

店
舗
の
他
、近
隣
ス
ー
パ
ー
二
店
舗
に
白
石
農
園
専
用

の
棚
を
確
保
。飲
食
店
も
一
二
店
舗
に
販
路
を
広
げ
た
。

今
後
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
施
設
栽
培
に
も
着
手
す
る
予

定
だ
。ま
た
、二
〇
一
六
年
か
ら
練
馬
区
が
、都
市
農
業

振
興
策
の
一
環
と
し
て「
ね
り
マ
ル
シ
ェ
」の
支
援
事
業

を
始
め
、Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
の「
ど
こ
で
も
マ
ル
シ
ェ
」、

練
馬
区
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の「
ね
り
ま
ｄ
ｅ
女
子

マ
ル
シ
ェ
」、西
武
鉄
道
が
沿
線
駅
前
で
行
う「
西
武
グ

リ
ー
ン
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
マ
ル
シ
ェ
が
登

場
。「
ね
り
ま
ｄ
ｅ
女
子
マ
ル
シ
ェ
」代
表
は
白
石
さ
ん

の
妻
・
俊
子
さ
ん（
五
八
歳
）で
、マ
ル
シ
ェ
開
催
を
通

じ
て
飲
食
店
と
知
縁
が
広
が
っ
た
こ
と
も
販
路
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、加
藤
農
園
で
も
、三
年
前
に
長
男
の
義
貴
さ
ん

（
三
一
歳
）が
Ｊ
Ａ
勤
務
を
経
て
就
農
。経
営
面
積
約
一
・

一
㌶
の
う
ち
一
〇
㌃
の
ほ
場
で
、義
貴
さ
ん
が
高
糖
度

ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
に
乗
り
出
し
た
。昨
年
秋
か
ら
直

売
を
始
め
た
が
、毎
日
午
前
中
に
は
完
売
す
る
人
気
で
、

今
後
、さ
ら
に
規
模
拡
大
の
意
向
と
い
う
。

　

こ
の
二
農
園
だ
け
で
な
く
、練
馬
区
で
は
、地
域
と
の

共
生
を
重
視
し
交
流
型
農
業
経
営
を
志
向
し
た
親
世
代

と
違
い
、高
収
益
が
望
め
る
施
設
園
芸
に
乗
り
出
す
後

継
者
が
増
え
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
強
い
逆
風
の
中
、宅
地
並
み
課
税
反
対
運

動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。農
業
体
験
農
園
の
手
法

も
そ
の
延
長
線
上
で
編
み
出
し
た
も
の
で
す
。息
子
の

世
代
は
完
全
に
フ
ォ
ロ
ー
の
風
。そ
の
環
境
下
、地
域
と

の
共
生
を
こ
と
さ
ら
意
識
せ
ず
、農
業
収
入
を
伸
ば
す

こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
気
が
し
ま
す
」と
加
藤

さ
ん
は
言
う
。

　
都
市
と
農
地
を
つ
な
ぐ
企
業

　

独
創
的
な
経
営
で
収
益
を
上
げ
、後
継
者
も
い
る
農

業
者
に
と
っ
て
、二
〇
一
五
年
の
都
市
農
業
振
興
基
本

法
制
定
と
、そ
れ
に
伴
う
都
市
農
業
関
連
制
度
・
税
制
の

改
正
は
基
本
的
に
追
い
風
だ
。し
か
し
一
方
で
、農
業
所

得
の
向
上
よ
り
農
地
管
理
を
重
視
し
て
お
り
、す
で
に

農
地
管
理
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る
農
業
者
も
多
い
。

　

昨
年
六
月
の「
生
産
緑
地
法
」一
部
改
正
に
よ
っ
て
、

今
年
一
月「
特
定
生
産
緑
地
制
度
」が
創
設
さ
れ
た
が
、

同
月
に
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た「
練
馬
区
・
世
田
谷
区

の
農
家
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
よ
る
と
、所
有

す
る
生
産
緑
地
に
つ
い
て
三
〇
年
の
指
定
期
限
が
過
ぎ

た
場
合
、特
定
生
産
緑
地
に
農
地
を「
全
て
指
定
す
る
」

が
六
三
％
、「
五
割
以
上
指
定
す
る
」が
一
五
％
、「
五
割

未
満
を
指
定
す
る
」が
五
％
、「
指
定
し
な
い
」が
八
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
行
制
度
の
生
産
緑
地
指
定
を
受
け
て
い
る
農
地
で

も
、今
後
、改
め
て
特
定
生
産
緑
地
指
定
を
受
け
な
け
れ

ば
、固
定
資
産
税
は
農
地
評
価
か
ら
漸
次
、宅
地
並
み
評

価
に
切
り
替
え
ら
れ
る
。つ
ま
り
、指
定
を
受
け
な
い
農

地
は
、地
権
者
が
長
期
的
に
は
農
地
転
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
農
地
と
推
測
で
き
る
。ま
だ
制
度

内
容
の
周
知
が
徹
底
し
て
い
な
い
た
め
、今
後
、指
定
比

率
が
上
が
る
可
能
性
も
あ
る
が
、都
市
農
業
の「
振
興
」

ど
こ
ろ
か「
現
状
維
持
」も
危
う
い
。

　

特
定
生
産
緑
地
制
度
の
施
行
時
期
は
、ち
ょ
う
ど
一

九
九
二
年
に
生
産
緑
地
指
定
を
受
け
た
農
業
者
の
世
代

交
代
期
。子
ど
も
世
代
は
農
業
経
験
が
な
く「
子
ど
も
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、自
分
が
農
地
の
処
分
を
決

め
な
け
れ
ば
」と
考
え
て
い
る
農
業
者
も
い
る
。

　

今
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た「
都
市
農
地
の
貸
借
の
円

滑
化
に
関
す
る
法
律（
都
市
農
地
貸
借
法
）」は
、後
継
者

の
い
な
い
農
地
も
、と
り
あ
え
ず
は
農
地
の
ま
ま
残
せ

る
選
択
肢
を
広
げ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。た
だ

し
、小
規
模
で
も
高
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
施
設
園
芸
は
、

施
設
建
設
費
用
の
回
収
と
補
助
事
業
の
償
還
ま
で
長
期

間
が
必
要
な
た
め
、借
地
契
約
が
結
び
に
く
い
。そ
も
そ

も
農
地
を
貸
し
た
い
都
市
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

だ
け
の
既
存
農
業
者
が
地
域
に
い
る
か
ど
う
か
す
ら
、

心
も
と
な
い
。

　

近
年
、既
存
農
業
者
以
外
の
担
い
手
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、株
式
会
社
ア
グ
リ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
都

市
農
地
を
活
用
し
た
市
民
農
園
事
業
を
展
開
す
る
企
業

だ
。二
〇
一
一
年
に「
都
市
と
農
業
を
つ
な
ぐ
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
設
立
さ
れ
た
ア
グ
リ
メ
デ
ィ
ア
は
、翌
一
二

年
、サ
ポ
ー
ト
付
き
市
民
農
園「
シ
ェ
ア
畑
」運
営
事
業

を
ス
タ
ー
ト
。現
在
は
首
都
圏
を
中
心
に
八
〇
農
園
・
約

二
〇
㌶
に
拡
大
し
た
。そ
の
後
、就
農
希
望
者
と
農
業
法

人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る「
あ
ぐ
り
ナ
ビ
」、就
農
希
望
者

を
養
成
す
る
農
業
学
校「
ア
グ
リ
ア
カ
デ
ミ
ア
」な
ど
事

業
を
広
げ
て
い
る
が
、年
間
販
売
額
約
八
億
円
の
う
ち

約
六
割
を
シ
ェ
ア
畑
事
業
が
占
め
る
。

　

現
在
、シ
ェ
ア
畑
の
開
設
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
は
年
間
約
二
〇
〇
〇
件
。う
ち
四
割
が
農
業
者
個
人
、

六
割
は
農
業
者
を
顧
客
に
持
つ
税
理
士
な
ど
の
事
業
者

で
、Ｊ
Ａ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。個
人
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、地
権
者
当
人
よ
り
も
子
ど
も
世

代
や
二
〇
～
三
〇
歳
代
の
孫
世
代
か
ら
が
多
い
と
い
う
。

　

仕
組
み
は
農
業
体
験
農
園
と
似
て
い
る
が
、集
客
、農

作
業
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
、事
務
な
ど
を
同
社
ス
タ
ッ
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フ
が
行
い
農
地
所
有
者
の
負
担
が
少
な
い
点
、ま
た
、農

園
の
一
区
画
が
三
～
一
三
平
方
㍍
と
小
さ
く
、一
〇
㌃

あ
た
り
一
〇
〇
〇
万
円
と
農
業
体
験
農
園
の
一
〇
倍
の

単
収
を
想
定
し
て
い
る
点
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
。

　

た
だ
し
、「
一
〇
〇
件
の
問
い
合
わ
せ
の
う
ち
検
討
対

象
に
な
る
の
は
三
〇
～
四
〇
件
。シ
ェ
ア
畑
開
設
に
つ

な
が
る
の
は
、そ
の
う
ち
一
割
」と
同
社
代
表
取
締
役
社

長
の
諸
藤
貴
志
さ
ん（
三
八
歳
）は
言
う
。農
地
の
立
地

条
件
の
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、農
地
管
理
に
悩
む
農

地
所
有
者
の
潜
在
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

今
後
、都
市
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商

品
の
作
り
方
や
サ
ー
ビ
ス
の
異
な
る
モ
デ
ル
を
つ
く
る

こ
と
で
、今
の
四
～
五
倍
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
拡
大
で
き

る
と
諸
藤
さ
ん
は
見
て
い
る
。ま
た
、今
回
の
都
市
農
地

貸
借
法
の
施
行
に
も
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

感
じ
取
っ
て
い
る
。こ
の
点
に
関
し
て
、諸
藤
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
就
農
希
望
者
の
教
育
事
業
や
雇
用
就
農
へ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
後
は
、生
産

緑
地
と
新
規
就
農
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
も
出
て

き
ま
す
。今
ま
で
シ
ェ
ア
畑
の
開
設
を
お
断
り
し
て
き

た
ケ
ー
ス
で
も『
こ
の
農
地
な
ら
こ
の
よ
う
な
活
用
方

法
が
あ
る
』と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　
そ
れ
で
も
残
る
不
安
定
要
素

　

加
藤
農
園
の
加
藤
さ
ん
も
、生
産
緑
地
へ
の
外
部
か

ら
の
若
手
農
業
者
の
新
規
就
農
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

「
都
内
の
二
三
区
以
外
の
若
手
農
業
者
の
中
に
は
、自
身

の
農
園
を
経
営
し
な
が
ら
複
数
の
仲
間
と
共
同
で
借
地

で
農
業
体
験
農
園
を
始
め
る
ケ
ー
ス
も
登
場
し
て
い
ま

す
。生
産
緑
地
は
面
積
が
狭
く
て
も
販
売
面
で
は
魅
力

が
あ
る
。地
域
外
の
若
手
農
業
者
が
担
い
手
に
加
わ
る

可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」と
。

　

ま
た
、農
地
管
理
に
悩
む
後
継
者
世
代
を
考
え
、野
菜

よ
り
も
負
担
の
少
な
い
永
年
作
物
で
の
農
業
管
理
を
呼

び
掛
け
る
動
き
も
あ
る
。例
え
ば
、飯
田
さ
ん
が
経
営
管

理
委
員
長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
世
田
谷
目
黒
で
は
、相
続
手

続
き
や
そ
の
後
の
農
地
管
理
の
相
談
に
乗
る「
資
産
サ

ポ
ー
ト
事
業
」に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、近
年
勧
め
て
い

る
の
は
、温
州
ミ
カ
ン
や
ク
リ
へ
の
転
換
だ
。す
で
に
ミ

カ
ン
畑
は
増
え
て
お
り
、ク
リ
も
、高
級
洋
菓
子
店
と
連

携
し『
世
田
谷
栗
』と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
視
野
に
試

験
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
地
方
と
都
市
で
は『
儲
か
る
農
業
』の
意
味

は
違
う
。都
市
部
は
、い
く
ら
農
業
収
入
を
上
げ
て
も
、

高
額
な
固
定
資
産
税
を
毎
年
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

農
業
収
入
だ
け
で
生
計
を
維
持
す
る
の
は
不
可
能
で
す
。

不
動
産
事
業
で
税
額
を
賄
わ
な
け
れ
ば
農
地
を
残
せ
な

い
現
実
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」と
飯
田
さ
ん
は
釘
を
刺
す
。

　

農
地
の
相
続
税
猶
予
制
度
は
あ
っ
て
も
、家
屋
や
作

業
場
な
ど
宅
地
の
相
続
税
支
払
い
の
た
め
に
農
地
の
一

部
を
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
、制
度
改
正
後
も

変
わ
ら
な
い
。ま
た
、都
市
農
地
の
貸
借
は
、短
期
的
に

は
借
地
と
し
て
農
地
を
残
す
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
が
、

営
農
し
な
い
兄
弟
も
含
め
た
均
分
相
続
が
主
流
に
な
る

と
、将
来
的
に
は
都
市
農
地
が
一
気
に
減
少
に
向
か
う

懸
念
も
あ
る
。都
市
農
業
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、さ
ま

ざ
ま
な
不
安
要
素
は
残
る
が
、今
後
、都
市
農
業
に
ど
の

よ
う
な
風
が
吹
く
の
か
注
目
し
た
い
。　
　
　
　
　

「ねりまde女子マルシェ」はいつも盛況

シェア畑での栽培講習会の様子
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超
高
齢
社
会
の
日
本
は
二
〇
二
五
年

に
、団
塊
の
世
代
の
全
て
の
方
が
後
期
高

齢
者
に
あ
た
る
七
五
歳
以
上
。高
齢
化

が
進
む
農
業
界
で
は
事
業
承
継
が
喫
緊

の
課
題
と
も
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
調
査
で
は
、景
況
Ｄ
Ｉ

の
調
査
と
と
も
に
、事
業
承
継
に
関
し

調
査
を
行
い
、農
業
経
営
者
の
事
業
承

継
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

景
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
結
果

　
販
売
単
価
の
下
落
な
ど
が
要
因

　

二
〇
一
八
年
上
半
期（
一
～
六
月
）の

農
業
全
体
の
景
況
感
を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ

は
過
去
最
高
の
値
を
示
し
た
一
七
年
調

査（
二
〇
一
八
年
一
月
時
点
。以
降
、前

回
調
査
）の
二
一
・
二
か
ら
一
七
・
九
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
三
・
三
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）。

　

販
売
単
価
の
低
下
と
生
産
資
材
や
労

賃
な
ど
の
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
背
景

に
、収
支
・
資
金
繰
り
が
悪
化
し
、そ
の

結
果
、景
況
Ｄ
Ｉ
が
大
幅
に
下
落
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

業
種
別
に
景
況
Ｄ
Ｉ
を
見
る
と
、全

て
の
経
営
部
門
が
悪
化
し
て
い
る
中
に

あ
っ
て
酪
農
が
高
い
値
を
維
持
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

酪
農（
都
府
県
）は
、前
回
調
査
の
一

二
・
六
か
ら
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
一

二・一
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、北
海
道
は

四
四
・
八
か
ら
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
も
の
の
、三
八
・
〇
と
高
い
値
を
保
っ

て
い
ま
す
。酪
農
は
、販
売
単
価
の
好
調

が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て

農業景況DIは
大幅下落

事業承継の候補者
６割がすでに決定

日本公庫の農業資金をご利用いただいているお客
さまを対象に、農業の景況調査および事業承継に関
する調査を行いました。結果概要をご紹介します。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート
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―農業景況調査（2018年7月調査）―

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、養
豚
は
五
九
・
四
か
ら
マ
イ
ナ

ス
四
七
・
〇
ポ
イ
ン
ト
の
一
二
・
四
に
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、五
五
・
三
か
ら
マ
イ
ナ

ス
三
六
・
九
ポ
イ
ン
ト
の
一
八
・
四
と
、

低
下
し
て
い
る
も
の
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
プ

ラ
ス
値
を
維
持
し
て
い
ま
す
。相
場
が

一
七
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、未

だ
高
い
価
格
帯
に
あ
る
こ
と
が
要
因
と

見
ら
れ
ま
す
。採
卵
鶏
は
三
二
・
七
か
ら

八
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
大
幅
に
低
下
し
▲

四
九
・
一
と
な
り
ま
し
た
。生
産
量
の
増

加
に
よ
り
販
売
単
価
が
下
落
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
す
。

　

耕
種
で
は
、茶
が
大
幅
に
悪
化
し
ま

し
た
。二
六
・
五
と
好
調
だ
っ
た
前
回
調

図1　農業景況ＤＩ天気図

　　  ≦ −50 <　　  ≦ −20 <　　  ≦ −5 <　　  < 5 ≦　　  < 21 ≦

経営部門
2017年 2018年 2018年
実績 上半期実績 通年見通し

農業全体

耕
　
種

畜
　
産

稲作
(北海道)

稲作
(都府県)

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ

酪農
(北海道)

酪農
(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

21.2

39.7

10.3

34.8

7.5

15.0

26.5

21.8

▲10.6

▲2.5

44.8

12.6

17.5

59.4

32.7

55.3

3.3

0.2

2.7

6.7

4.6

▲1.5

▲21.1

12.8

▲25.2

▲8.7

38.0

12.1

▲2.5

12.4

▲49.1

18.4

▲12.3

▲50.4

▲11.6

▲28.5

▲6.5

0.5

▲30.7

9.9

▲19.6

8.8

18.4

15.3

▲20.1

▲5.3

▲59.8

▲6.1

［DI値とお天気マークの関係］

（注）DI値に2.5以上の差異がある場合は上向きまたは下向き矢印。2.4以内の場合は平行矢印。
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査
か
ら
四
七
・
六
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し

▲
二
一
・
一
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
天

候
不
順
に
よ
り
出
荷
時
期
と
需
要
期
が

ず
れ
込
ん
だ
こ
と
で
相
場
が
過
去
最
低

の
水
準
に
ま
で
下
落
し
た
こ
と
が
要
因

で
す
。

　
通
年
見
通
し
も
天
候
不
順
で
悪
化

　

農
業
全
体
の
景
況
Ｄ
Ｉ
の
二
〇
一
八

年
通
年
見
通
し
は
、前
回
調
査
の
二
一
・

二
よ
り
三
三
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、▲

一
二
・
三
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、耕
種
で
は
、稲
作

（
北
海
道
、都
府
県
）、畑
作
、露
地
野
菜
、

茶
が
マ
イ
ナ
ス
値
に
転
じ
る
見
通
し
で

す
。畑
作
と
露
地
野
菜
で
は
、夏
場
の
天

候
不
順
に
よ
り
作
柄
が
不
安
視
さ
れ
る

こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。畑
作

は
三
四
・
八
か
ら
六
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
大

幅
低
下
で
▲
二
八
・
五
、露
地
野
菜
も

七
・
五
か
ら
一
四
・
〇
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

▲
六
・
五
で
し
た
。

　

稲
作
で
は
、政
策
の
大
き
な
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、今
後
の
先

行
き
不
安
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。北
海

道
が
三
九
・
七
か
ら
九
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト

の
大
幅
低
下
で
▲
五
〇
・
四
。都
府
県
は

一
〇
・
三
か
ら
二
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
低
下

の
▲
一
一
・
六
と
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
で
は
、酪
農
の
み
プ
ラ
ス
値
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　

酪
農（
北
海
道
）は
前
回
調
査
の
四

四
・
八
か
ら
二
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

一
八
・
四
、都
府
県
は
一
二
・
六
か
ら
二
・

七
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
一
五
・
三
と
、プ
ラ

ス
値
を
維
持
し
て
い
る
と
は
い
え
六
月

の
長
雨
に
よ
る
飼
料
作
物
の
不
作
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
卵
鶏
は
、販
売
単
価
が
低
下
傾
向

に
あ
る
中
で
、さ
ら
に
増
産
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、三
二
・
七
か
ら
マ
イ
ナ

ス
九
二
・
五
の
▲
五
九
・
八
と
悪
化
す
る

見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、養
豚
は
海
外
か
ら
の
輸
入
量

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
五
九
・
四

か
ら
六
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
五
・

三
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
見
込
み
Ｄ
Ｉ
は
、前
回
調

査
の
▲
六
・
八
か
ら
二
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
一
四
・
二
と
な
り
過
去
最
高
値

を
更
新
し
ま
し
た（
図
２
）。

　

設
備
投
資
額
の
増
減
の
見
込
み
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
昨
年
に
比
べ
増

加
す
る
」が
一
番
多
く
四
八
・
〇
％
、次

に「
同
程
度
」が
三
四
・
〇
と
続
き
、「
減

少
す
る
」は
一
八
・
〇
％
で
し
た（
図
省

略
）。「
増
加
す
る
」が
約
半
数
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、設
備
投
資
に
対
す
る

意
欲
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。一
方

で
、ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
か
ら
は
、「
建

設
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、同
じ
内

容
の
設
備
投
資
を
行
っ
た
場
合
で
も
投

資
額
は
増
加
す
る
」と
い
っ
た
声
も
聞

[DIについて]
天気図はDI（Diffusion Index）と呼ばれる指標により作成。
アンケートへの各項目への回答は、「①良くなった　②変わらない　③悪くなった」から一つ選ぶ形式となっており、前年と比較して「良くなった」の構成比から「悪くなった」の構成比を差し引いたもの。

図２　収支ＤＩ、資金繰りＤＩ、販売単価ＤＩ、生産コストＤＩなどの推移
収支DI 資金繰りDI 販売単価DI 生産コストDI 設備投資見込みDI 雇用状況DI

2017年 2018年
上半期 2017年 2018年

上半期 2017年 2018年
上半期 2017年 2017年2018年

上半期 7月調査（今回）1月調査
2018年 2018年

上半期

農業全体

耕
　
種

畜
　
産

稲作
(北海道)
稲作
(都府県)

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ
酪農
(北海道)
酪農
(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

14.7

43.0

2.2

28.1

▲0.9

5.6

25.8

12.0

▲24.6

▲3.8

36.8

1.7

7.0

57.9

31.9

55.3

▲2.7

▲2.3

0.5

▲1.7

▲3.2

▲6.0

▲33.9

13.9

▲27.8

▲15.3

37.2

7.5

▲18.2

8.9

▲51.9

16.2

15.5

23.8

7.3

23.3

2.7

11.5

20.2

8.6

▲5.9

7.5

36.3

16.4

16.9

55.6

31.1

50.0

2.4

▲1.5

▲0.7

5.0

3.4

▲2.6

▲7.1

8.0

▲16.1

▲13.1

27.4

15.3

0.5

14.3

▲20.5

21.6

24.3

54.4

36.0

▲2.1

▲7.8

8.7

18.1

28.0

▲28.6

▲11.3

67.8

14.4

17.1

63.6

1.7

37.5

▲7.9

8.9

6.5

▲20.2

▲13.9

▲19.6

▲57.7

6.9

▲43.1

▲30.5

57.8

9.4

▲23.8

▲10.9

▲66.3

▲9.7

▲25.2

▲18.8

▲11.2

▲28.4

▲40.0

▲39.9

▲32.2

▲37.3

▲48.6

▲28.8

▲35.2

▲32.9

▲41.3

12.1

▲12.0

▲16.1

▲6.8

▲9.6

▲0.4

6.4

▲10.8

▲19.6

▲19.0

▲33.0

▲38.4

▲13.6

▲7.8

▲1.2

▲7.6

16.0

22.4

3.6

▲36.8

▲39.0

▲27.8

▲45.0

▲43.4

▲33.0

▲37.7

▲36.8

▲34.4

▲41.2

▲52.5

▲27.6

▲34.3

▲44.3

▲47.4

▲36.4

▲37.3

▲39.6

▲18.2

▲41.2

▲42.6

▲52.3

▲54.3

▲43.5

▲64.8

▲52.2

▲38.0

▲34.6

▲45.1

▲32.4

▲64.2

▲35.4

14.2

17.8

24.2

19.8

13.0

1.3

▲3.2

▲2.8

▲21.6

▲7.3

9.0

19.3

4.6

40.4

17.9

38.4

▲37.4

▲38.4

▲30.8

▲47.4

▲41.4

▲38.2

▲32.8

▲43.5

▲35.7

▲40.6

▲47.6

▲31.4

▲33.1

▲33.9

▲37.5

▲35.9
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か
れ
ま
し
た
。

　

雇
用
状
況
Ｄ
Ｉ
は
一
七
年
の
▲
三

六
・
八
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
の
▲
三
七
・
四

と
な
り
ま
し
た
。依
然
と
し
て
深
刻
な

労
働
力
不
足
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
承
継
に
関
す
る
調
査
結
果

　
高
売
上
ほ
ど
承
継
者
が
具
体
化

　

今
後
事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、将
来
事
業
を
承
継
す
る
人

は
誰
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、個
人
、法
人

を
含
め
て
承
継
者
が
す
で
に
決
ま
っ
て

い
る
経
営
体
が
六
割
以
上
に
上
り
ま
し

た（
図
３
）。農
業
の
中
核
と
な
る
担
い

手
農
業
者
の
後
継
者
難
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
中
、明
る
い
話
題
と
い
え
そ
う
で

す
。事
業
承
継
者
は
、「
子
息
・
息
女
」が

五
一
・
三
％
と
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
未
定（
現
時
点
で
は
何
も
考

え
て
い
な
い
）」（
二
〇・三
％
）や「
探
し

て
い
る
」（
七
・
九
％
）の
回
答
も
一
定
数

存
在
し
て
お
り
、人
手
不
足
は
い
ま
だ

根
強
い
課
題
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

個
人
・
法
人
別
で
は
、「
親
族
以
外
の

役
員
・
従
業
員
」が
個
人
が
一
・
四
％
に

対
し
て
、法
人
は
一
六
・
〇
％
と
な
り
ま

し
た
。法
人
経
営
で
は
親
族
外
承
継
の

割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、稲
作（
都
府
県
）の
法
人
で
は「
親

族
以
外
の
役
員
・
従
業
員
」が
三
二
・

図３　将来、事業を承継する人について

（１）個人・法人別

（２）業種別	

⃝法人

⃝個人

（3）売り上げ別

（％）

（％）

（％）

（％）

探している時期尚早 その他未定（現時点では何
も考えていない）

子息・子女 第三者（農地バンク・
近隣農業者を含む）

親族以外の
役員・従業員

他の親族

全体(5,461)

稲作（北海道）(459)

稲作（北海道）(55)

１億円以上(1,214)

稲作（都府県）(938)

稲作（都府県）(446)

3000万円以上１億円未満(1,857)

畑作(396)

畑作(88)

3000万円未満(2,390)

露地野菜(346)

露地野菜(114)

施設野菜(350)

施設野菜(105)

茶(85)

茶(40)

果樹(233)

果樹(75)

施設花き(95)

施設花き(44)

キノコ(11)

キノコ(56)

酪農（北海道）(159)

酪農（北海道）(65)

酪農（都府県）(139)

酪農（都府県）(76)

肉用牛(218)

肉用牛(161)

養豚(42)

養豚(175)

採卵鶏(11)

採卵鶏(96)

ブロイラー(23)

ブロイラー(41)

個人(3,618)
法人(1,843)
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一
％
と「
子
息
・
息
女
」の
二
四
・
四
％

を
上
回
り
ま
し
た
。

　

売
り
上
げ
規
模
別
に
見
る
と
、売
り
上

げ
の
高
い
経
営
体
ほ
ど
承
継
者
が
具
体

化
し
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た「
親
族
以
外
の
役
員
・
従
業
員
」

の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
候
補
者
が
い
る
経
営
体
は
課
題
明
確

　

事
業
承
継
を
す
る
際
に
課
題
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
」が
五
二
・
五
％
と
一

番
多
く
、次
い
で「
生
産
技
術
の
継
承
」

が
四
七
・
一
％
、「
事
業
の
将
来
性
」が
三

八
・
三
％
と
な
り
、こ
れ
ら
は
他
に
比
べ

突
出
し
て
高
く
な
り
ま
し
た
。（
図
４
）。

　

業
種
別
に
見
る
と
、個
人
で
は「
生
産

技
術
の
継
承
」の
四
七
・
三
％
が
、法
人

で
は「
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
」が
六

三
・
三
％
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。「
事

業
の
将
来
性
が
不
安
」に
つ
い
て
は
、個

人
が
四
三
・
七
％
だ
っ
た
一
方
、法
人
は

二
七
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、大
き

な
差
が
開
い
て
い
ま
す
。

　

売
り
上
げ
規
模
別
に
見
る
と
、売
り

上
げ
が
高
い
経
営
体
ほ
ど「
事
業
の
将

来
性
が
不
安
」の
割
合
が
下
が
り
、「
贈

与
税
や
相
続
税
の
発
生
」の
割
合
が
高

く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
承
継
者
が
い
な
い
」と
す
る
割
合
も
売

り
上
げ
規
模
が
高
い
経
営
体
ほ
ど
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
事
業
を
承
継
す
る
候
補
者
別
に
、

課
題
を
見
て
み
る
と
、「
子
息
、息
女
」

「
そ
れ
以
外
の
親
族
」「
親
族
以
外
の
役

員
・
従
業
員
」を
選
び
、承
継
す
る
候
補

者
が
決
ま
っ
て
い
る
経
営
体
ほ
ど「
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
」や「
生
産
技
術
の

継
承
」と
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
を
課

題
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

承
継
す
る
候
補
者
に
つ
い
て「
未
定（
現

時
点
で
は
何
も
考
え
て
い
な
い
）」と
回

答
し
て
い
る
経
営
体
は
、「
事
業
の
将
来

性
が
不
安
」と
い
う
回
答
の
比
率
が
高

く
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
農
業
界
に
お
い
て
事

業
承
継
は
喫
緊
の
課
題
で
す
が
、特
に

小
規
模
な
個
人
経
営
体
に
と
っ
て
、よ

り
深
刻
な
課
題
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
公
表
資
料
は
、当
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し
て
お
り
ま

す
。「
日
本
公
庫 

農
業
景
況
調
査
」で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
部　

落
合 

智
仁
）

図４　事業承継をする際の課題について（複数回答可）
（１）業種別 （％）

（％）

（％）（3）承継候補者別の課題

（２）売り上げ規模別

業種別

承継候補者の回答

売り上げ規模

全体(5,461)

子息・息女(2,800)

１億円以上(1,214)

52.5
47.0
63.3
51.4
55.6

59.9 
56.2 
65.0 
31.0 
32.6 
45.0 
21.9 
37.7 

53.2 
49.6 
45.4 
24.1 
34.7 
41.5 
21.9 
32.6 

16.3 
24.8 
23.7 
17.2 
15.5 
17.6 
14.7 
17.4 

1.9 
0.0 
1.7 
3.4 
2.7 
1.6 
3.7 
0.7 

37.2 
29.8 
25.4 
40.7 
41.7 
36.9 
27.0 
18.1 

0.9 
4.1 
1.2 
4.8 
2.4 
2.4 
3.7 
1.4 

4.0 
8.3 
6.4 
15.9 
2.4 
3.5 
4.8 
1.4 

2.1 
1.7 
2.9 
6.2 
1.0 
2.4 
1.8 
2.2 

17.2 
10.7 
3.5 
11.0 
6.2 
8.4 
3.2 
4.3 

0.4 
2.5 
4.6 
21.4 
26.1 
10.0 
70.3 
18.1 

4.4 
5.8 
7.8 
9.0 
5.3 
7.0 
3.2 
23.2 

59.1
55.0
42.0 

42.3
48.5 
43.8 

16.1 
18.7 
16.2 

2.4 
2.6 
1.8 

23.0 
37.9 
42.7 

1.6 
1.8 
1.9 

5.4 
3.8 
4.1 

2.1 
1.8 
2.3 

19.2 
11.7 
8.3 

6.9 
12.2 
17.2 

5.8 
5.1 
5.9 

47.1
47.3
46.7
48.8
42.3

17.8
16.4
20.4
18.1
16.2

2.3
2.5
1.9
2.3
2.2

38.3
43.7
27.8
41.8
28.0

1.9
2.0
1.6
1.9
1.8

4.5
4.3
4.8
3.8
6.5

2.2
2.1
2.2
1.9
3.2

12.4
12.4
12.3
10.0
20.2

13.8
16.2
9.1
14.6
11.9

5.8
5.3
6.8
5.8
6.0

個人(3,618)

他の親族(121)

3000万円以上１億円未満(1,857)

法人(1,843)

親族以外の役員・従業員(346)

3000万円未満(2,390)

耕種(3,938)

第３者（農地バンク・近隣農業者を含む）(145)

畜産(1,214)

未定（現時点では何も考えていない）(1,108)
時期尚早（決める時期ではない）(369)
承継する候補者がいない（探している）(434)

その他(138)

経営ノウハウ
の継承

経営ノウハウ
の継承

経営ノウハウ
の継承

生産技術の
継承

生産技術の
継承

生産技術の
継承

承継者育成
の時間的余
裕

承継者育成
の時間的余
裕

承継者育成
の時間的余
裕

相談する場
所がわから
ない

相談する場
所がわから
ない

相談する場
所がわから
ない

事業の将来
性が不安

事業の将来
性が不安

事業の将来
性が不安

関係者（親族・
従業員等）の理
解が得られない

関係者（親族・
従業員等）の理
解が得られない

関係者（親族・
従業員等）の理
解が得られない

承継者が買
取資金を確
保できない

承継者が買
取資金を確
保できない

承継者が買
取資金を確
保できない

承継者との間に
資産に対する評
価に相違がある

承継者との間に
資産に対する評
価に相違がある

承継者との間に
資産に対する評
価に相違がある

贈与税や相
続税の発生

贈与税や相
続税の発生

贈与税や相
続税の発生

承継者がい
ない

承継者がい
ない

承継者がい
ない

その他

その他

その他

候
補
な
し

候
補
あ
り

［
調
査
概
要
］

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

二
〇
一
八
年
七
月
・
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
二
万
二
七
七
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

五
六
四
五
先（
回
収
率
二
七
・
八
％
）

注：本
文
中
に
あ
る
▲
は
マ
イ
ナ
ス
を
、図
３
、４
の
項

目
に
あ
る（　

）内
の
数
値
は
回
答
者
数
を
示
し
ま
す
。
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生
産
者
だ
か
ら
で
き
る
一
頭
売
り

消
費
者
も
特
定
部
位
を
買
う
よ
り

お
得
で
、使
い
勝
手
が
い
い

精
肉
店
と
違
う
直
販
の
在
り
方

直
売
ル
ー
ト
も
追
求
し
て
み
た
い

年
間
出
荷
頭
数
六
五
〇
〇
頭
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇
頭
が

直
接
販
売
。食
肉
加
工
の
工
程
が
見
学
で
き
る「
食
育

教
室
」開
催
や
加
工
施
設
内
に
設
備
し
た
調
理
室
で

は「
料
理
教
室
」を
開
催
す
る
ユ
ニ
ー
ク
経
営
で
、男

社
会
の
畜
産
業
に
女
性
活
躍
の
場
を
大
き
く
拓
く
。

小
林 

陽
子

有
限
会
社
小
林
フ
ァ
ー
ム

三
重
県
亀
山
市

さ
ん
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宝
物
を
得
て
踏
み
出
し
た
一
歩

　
「
特
別
に
自
然
や
農
業
に
あ
こ
が
れ
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、相
手
に
思
い
切
っ
て
飛
び
込
ん

だ
と
い
う
次
第
で
し
た
」

　

優
秀
賞
に
輝
い
た
毎
日
農
業
記
録
賞
の
作
品
中

に
、小
林
陽
子
さ
ん（
五
六
歳
）が
著
し
た
一
節
だ
。

ス
キ
ー
を
通
じ
、養
豚
経
営
者
の
小
林
勝
彦
さ
ん

（
五
八
歳
）と
出
会
い
、一
九
八
六
年
に
結
婚
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
銀
行
に
勤
め
て
い
た
。経
理
は
お
手

の
も
の
だ
が
、家
事
は
そ
う
も
い
か
な
か
っ
た
。

「
九
人
の
家
族
の
世
話
に
、子
育
て
と
介
護
。法
事

の
日
は
五
〇
人
分
の
食
事
を
準
備
し
ま
し
た
」。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
育
っ
た
陽
子
さ
ん
に
は
ど
れ

も
が
初
め
て
。黙
々
と
嫁
の
任
務
を
果
た
す
も
の

の
、社
会
か
ら
断
絶
さ
れ
た
思
い
に
駆
ら
れ
た
。

　

九
三
年
、一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
陽
子
さ
ん
に
転
機
を

も
た
ら
し
た
。普
及
セ
ン
タ
ー
が
専
業
農
家
の
女

性
を
対
象
に
し
た
若
妻
会
を
発
足
さ
せ
た
。一
緒

に
簿
記
な
ど
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
、と
い
う
内

容
だ
っ
た
。家
族
は
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
、毎
月

の
勉
強
会
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
生
産
し

て
い
る
女
性
と
知
り
合
い
に
な
り
視
野
を
広
げ
た
。

ほ
と
ん
ど
が
非
農
家
か
ら
農
家
に
嫁
い
だ
女
性

だ
っ
た
こ
と
に
も
勇
気
付
け
ら
れ
た
。「
仲
間
と
交

流
が
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
宝
物
」と
話
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
た
。勝
彦
さ

ん
が
所
属
す
る
青
年
農
業
士
の
有
志
が「
夢
市
場
」

と
い
う
直
売
市
を
始
め
た
。月
一
度
、鈴
鹿
市
に
あ

る
椿
大
神
社
の
参
道
を
行
き
交
う
人
に
、自
ら
の

農
畜
産
物
を
売
り
込
ん
だ
。「
主
人
も
含
め
、男
性

陣
の
売
り
方
は
ぎ
こ
ち
な
く
て
。最
初
は
、私
も
他

の
女
性
と
一
緒
に
そ
ば
で
見
て
い
た
け
ど
、『
こ

れ
、違
う
や
ん
』と
自
ら
売
り
始
め
ま
し
た
」

　

陽
子
さ
ん
が
率
先
し
て
売
り
場
に
立
っ
た
の
は
、

若
妻
会
で「（
夫
の
）パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
経
営
参

画
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
普
及
員
の
言
葉
を
何
度

も
聞
い
て
い
た
か
ら
。「
若
妻
会
と
夢
市
場
。両
方

が
あ
っ
た
か
ら
今
の
私
が
い
る
」（
陽
子
さ
ん
）。

　

米
や
野
菜
と
違
い
、少
量
ず
つ
売
れ
な
い
の
が

畜
産
品
だ
。そ
こ
で
勝
彦
さ
ん
た
ち
は「
セ
ッ
ト
売

り
」と
い
う
方
法
を
編
み
出
し
た
。豚
一
頭
か
ら
と

れ
る
五
〇
㌔
グ
ラ
ム
の
肉
を
ロ
ー
ス
、バ
ラ
、モ
モ
、

ウ
デ
な
ど
部
位
ご
と
に
一
㌔
グ
ラ
ム
ず
つ
に
分
け
、

三
㌔
、四
㌔
な
ど
の
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
す
る
こ
と

で
一
頭
分
全
て
を
売
り
つ
く
す
方
法
だ
。「
お
客
さ

ん
が
知
ら
な
い
部
位
入
り
の
セ
ッ
ト
を
売
る
の
に

説
明
が
一
〇
分
か
か
る
こ
と
も
。終
わ
る
と
声
が

枯
れ
て
い
ま
し
た（
笑
）」。そ
れ
で
も
、疲
れ
を
忘

れ
て
売
り
場
に
立
っ
た
。「
性
に
合
っ
て
い
た
ん
で

し
ょ
う
」。接
客
は
銀
行
時
代
に
徹
底
的
に
教
わ
っ

た
。何
よ
り
料
理
好
き
で
、栄
養
士
の
資
格
も
持
っ

て
い
る
。「
直
売
は
私
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
」

御
用
聞
き
と
配
達
で
顧
客
を
拡
大

　

養
豚
を
営
み
三
代
目
の
勝
彦
さ
ん
は
、就
農
を

機
に
新
施
設
や
技
術
を
導
入
し
、家
族
養
豚
か
ら

近
代
養
豚
へ
転
換
し
、規
模
も
拡
大
し
た
。三
重
県

内
の
養
豚
家
仲
間
と
組
織
を
つ
く
り
、餌
や
種
豚

の
共
同
購
入
に
も
取
り
組
ん
だ
。ゆ
っ
た
り
と
し

た
ス
ペ
ー
ス
で
豚
を
育
て
る
こ
と
、消
化
し
や
す

い
よ
う
に
餌
を
加
熱
し
て
与
え
る
こ
と
、病
気
を

P19：小林ファームの売り上げのうち直売部門が２割強を
占める　P20：右は義母のリツ子さん、中央は、孫の未愛（み
あ）ちゃんと悠（ゆう）君と陽子さん。左は長男・優真さんの
妻、千裕さん（右上）　消費者直売以外の豚は、卸売市場に出
荷する（右下右）　夫の勝彦さんが今までで最もうれしかっ
たことは「息子が就農したこと」だという（右下左）　伊賀焼
燻製専用土鍋を使って豚の燻製を作る陽子さん。孫たちの
視線は釘付け（左）
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防
ぐ
た
め「
オ
ー
ル
イ
ン
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
※
」を
徹

底
す
る
点
が
こ
だ
わ
り
だ
。そ
の
上
で
、勝
彦
さ
ん

が
目
利
き
を
し
た
上
質
の
豚
だ
け
が
直
売
に
向
け

ら
れ
る
。「
脂
が
甘
い
」「
臭
み
が
な
い
」と
評
判
で

直
売
客
は
順
調
に
増
え
た
。や
が
て
、一
頭
分
丸
ご

と
買
っ
て
、知
人
や
友
人
で
分
け
合
っ
て
も
ら
う

「
一
頭
売
り
」を
始
め
た
。

　

こ
の
方
法
は
、特
定
部
位
を
買
う
よ
り
も
お
買

い
得
で
、消
費
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、買
い

慣
れ
て
い
な
い
人
に
は
手
が
出
し
に
く
い
。当
初
、

農
家
仲
間
に「
買
っ
て
も
ら
え
る
？
」と
お
願
い
し

た
こ
と
も
。や
が
て
陽
子
さ
ん
は
夢
市
場
の
常
連

客
に
電
話
を
か
け「
ど
う
で
す
か
」と
御
用
聞
き
を

し
、配
達
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

夢
市
場
は
約
一
〇
年
間
で
終
了
し
た
が
、独
自

の
直
売
ル
ー
ト
開
拓
に
よ
り
、月
に
四
〇
頭（
約
二

㌧
）を
売
り
切
る
ま
で
に
な
っ
た
。仕
事
量
が
許
容

範
囲
を
超
え
、家
に
戻
る
と「
疲
れ
た
～
」が
出
た
。

す
る
と
勝
彦
さ
ん
か
ら「
経
営
に
な
っ
て
な
い
か

ら
だ
。全
部
自
分
で
や
ら
ず
、人
に
や
っ
て
も
ら
う

方
法
を
考
え
ん
と
」と
言
わ
れ
、体
制
を
見
直
し
た
。

　

パ
ー
ト
を
雇
用
し
、仕
事
を
分
担
し
た
。二
〇
〇

七
年
に
は
、自
宅
倉
庫
を
加
工
施
設
兼
直
売
所
と

し
て
改
築
。肉
を
切
り
分
け
ら
れ
る
職
人
を
雇
い
、

お
客
さ
ん
の
求
め
る
カ
ッ
ト
を
自
前
で
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。そ
れ
ま
で
は
、二
五
㌔
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
肉
屋
に
委
託
し
、毎
回
取
り
に
行
っ
て
い
た
の

だ
。年
間
に
出
荷
す
る
六
五
〇
〇
頭
の
う
ち
、一
〇

〇
〇
頭
弱
を
直
売
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。直
売
の

頭
数
が
増
え
、贈
答
向
け
に
特
定
部
位
の
販
売
も

可
能
に
な
っ
た
。地
元
の
四
カ
所
直
売
所
で
は
小

林
フ
ァ
ー
ム
専
用
コ
ー
ナ
ー
も
で
き
た
。

生
産
者
だ
か
ら
で
き
る
直
販
を

　

核
家
族
化
が
進
み
、少
量
パ
ッ
ク
を
求
め
る
人

は
増
え
て
い
る
。陽
子
さ
ん
た
ち
も
、一
頭
売
り
の

半
分
で
あ
る
半
頭
売
り
も
行
い
、直
売
所
で
は
少

量
パ
ッ
ク
で
の
販
売
も
す
る
。そ
れ
で
も「
私
た
ち

は
精
肉
店
で
は
な
い
。お
客
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾

け
る
が
、精
肉
店
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
意
味

が
な
い
」と
生
産
者
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
追
求

し
続
け
て
い
る
。そ
の
一
つ
が
料
理
教
室
や
食
育

教
室
だ
。二
〇
一
三
年
、加
工
施
設
を
拡
張
し
て
調

理
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。希
望
者
を
集

め
、豚
肉
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
い
た
り
、枝
肉

の
脱
骨
か
ら
一
連
の
工
程
が
見
ら
れ
る
見
学
会
も

開
催
す
る
。加
工
施
設
前
の
ス
ペ
ー
ス
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
体
験
も
実
施
す
る
。た
だ
食
べ
て
も
ら
う

の
で
は
な
く
、写
真
や
紙
芝
居
で
豚
が
生
ま
れ
て

ど
う
や
っ
て
食
卓
に
上
る
か
、部
位
ご
と
の
特
徴

の
説
明
も
す
る
。「
家
で
豚
肉
料
理
を
楽
し
む
人
を

増
や
し
た
い
」と
い
う
思
い
は
、直
売
を
開
始
し
た

当
初
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。

　

現
在
は
長
男
、優ゆ

う

真ま

さ
ん（
二
六
歳
）が
後
継
者

と
な
り
、次
男
で
高
校
三
年
の
勝
太
さ
ん（
一
八

歳
）が
販
売
部
門
を
受
け
継
ぐ
予
定
だ
。規
模
拡
大

も
計
画
す
る
。二
年
前
か
ら
、三
重
県
内
の
四
つ
の

農
業
高
校
へ
出
前
授
業
に
出
向
く
。三
重
県
内
で

畜
産
に
関
わ
る
女
性
で
つ
く
る
組
織「
サ
ン
・
カ

ラ
ッ
ト
」の
活
動
の
一
環
だ
。動
物
が
好
き
で
入
学

す
る
生
徒
が
少
な
く
な
い
。「
非
農
家
出
身
で
も
法

人
で
働
く
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
」「
六
次
産
業

化
は
女
性
が
活
躍
で
き
ま
す
」と
語
り
掛
け
る
。

　

陽
子
さ
ん
は
豚
肉
を
売
る
人
と
い
う
よ
り
、人

を
育
て
る
人
だ
。食
べ
る
人
、豚
に
関
わ
る
人
を
育

て
よ
う
と
し
て
い
る
。「
決
断
力
、行
動
力
、情
報
収

集
力
な
ど
を
結
集
さ
せ
た
仕
事
が
農
業
。そ
の
上
、

お
客
と
会
話
し
、反
応
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。こ

の
世
界
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、私
の
人
生
は
ど

ん
な
だ
っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」人
生
を
自
ら

切
り
開
い
た
か
ら
こ
そ
言
え
る
一
言
だ
。　
　

（
青
山 

浩
子
／
文　

河
野 

千
年
／
撮
影
）

長男の優真さん。子どもの頃の遊び場は豚舎。豚を出荷するトラックには必ず同乗
した。「帰り道、家族でアイスクリームを食べることが憩いの時間でした」（陽子さん）

※
オ
ー
ル
イ
ン
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
：
豚
を
一
斉
に
豚
舎
に
入

れ
て
育
て
た
後
、一
斉
に
出
荷
し
、豚
舎
を
空
に
し
て
消

毒
・
乾
燥
し
、再
び
豚
を
豚
舎
に
入
れ
る
方
式
。
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座右の銘はAlways smile

タレント

スザンヌ
すざんぬ
1986年熊本県生まれ。テレビ・ラジオ番組、CMなどで活躍
中。趣味はカラオケ・散歩・読書・料理・写真・ダイビングと
幅広い。2008年11月「熊本県宣伝部長」に就任、農林水産物
を始め熊本の魅力を広く伝えている。

　

常
々
、食
事
は
自
分
を
つ
く
る
基
盤
だ
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。故
郷
の
熊
本
に
住

ま
い
を
移
し
、お
仕
事
の
た
び
、東
京
へ
出
向
く
と
い
う
生
活
を
始
め
て
、早
や
四

年
。幼
稚
園
に
通
う
息
子
の
子
育
て
真
っ
最
中
で
も
あ
る
私
で
す
か
ら
、二
カ
所
を

拠
点
と
す
る
こ
の
生
活
で
は
、毎
日
が
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
み
た

い
に
早
く
て
！ 

東
京
で
は
外
食
オ
ン
リ
ー
、だ
か
ら
こ
そ
、熊
本
の
日
常
で
は
、食

事
を
大
切
に
し
た
い
な
っ
て
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
料
理
の
モ
ッ
ト
ー（
と
い
う
ほ
ど
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
）は

三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
野
菜
を
多
く
使
う
こ
と
で
す
。何
と
い
っ
て
も
熊
本
は
新
鮮
な
農
産

物
が
豊
富
で
す
か
ら
。直
売
所
に
足
を
運
ん
で
は
、み
ず
み
ず
し
い
ト
マ
ト
や
大
き

い
キ
ャ
ベ
ツ
に（
値
段
の
安
さ
に
も
！
）感
動
し
て
い
っ
ぱ
い
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
が
、簡
単
な
の
に
お
い
し
い
こ
と
で
す
。例
え
ば
、納
豆
に
オ
ク
ラ
、ネ
ギ
、

シ
ソ
の
実
な
ど
野
菜
を
刻
ん
で
混
ぜ
て
、納
豆
の
た
れ
と
し
ょ
う
ゆ
、だ
し
、ご
ま

油
で
味
付
け
れ
ば
も
う
完
成
。食
卓
で
そ
れ
を
の
り
や
キ
ャ
ベ
ツ
に
巻
い
て
い
た

だ
き
ま
す
。こ
の
秋
は
、番
組
収
録
で
シ
ェ
フ
か
ら
教
わ
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
の
グ
ラ
タ

ン
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。坊
ち
ゃ
ん
カ
ボ
チ
ャ
を
く
り
ぬ
い
て
中
に
具
と

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
詰
め
て
チ
ー
ズ
を
の
せ
て
焼
く
だ
け
。簡
単
で
す
ご
く
お
い

し
か
っ
た
の
で
、よ
か
っ
た
ら
皆
さ
ん
も
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
♡

　

最
後
は
、盛
り
付
け
が
大
皿
な
こ
と
で
す
。大
皿
料
理
は
祖
母
の
影
響
。小
、中

学
校
の
頃
、妹
と
祖
父
母
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
す
が
、祖
母
の
作
る
田
舎
料
理

が
大
皿
に
ド
ー
ン
っ
て
盛
ら
れ
て
た
ん
で
す
。熊
本
と
東
京
を
往
復
す
る
生
活
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
母
や
妹
、友
達
な
ど
を
招
い
て
の
お
家
ご
は
ん
で
は
、何
種
類

も
作
っ
て
テ
ー
ブ
ル
が
見
え
な
く
な
る
く
ら
い
大
皿
で
並
べ
ま
す
。お
い
し
い

ね
っ
て
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
て
、空
っ
ぽ
に
な
っ
た
お
皿
を
見
る
の
が
と
っ
て
も
う

れ
し
い
！ 

い
っ
ぱ
い
の
大
皿
を
洗
う
と
き
は
、実
は
ち
ょ
っ
と
大
変
な
ん
で
す
け

ど
ね（
笑
）。

　

私
、周
り
の
人
か
ら
よ
く「
な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
」「
い
っ
つ
も
笑
っ
て
い
る

ね
」
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
。「
笑
っ
て
い
る
か
ら
楽
し
く
な
る
」を
座
右
の
銘
に
、

笑
顔
で
い
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、忙
し
く
て
も
食
生
活

を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
余
裕
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。　
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静
岡
県
を
オ
リ
ー
ブ
大
産
地
に

　

農
業
と
無
縁
と
も
思
わ
れ
る
司
法
書

士
の
女
性
が
農
業
参
入
、九
〇
〇
〇
万

円
と
い
う
高
額
の
資
本
金
を
元
手
に
オ

リ
ー
ブ
産
業
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
静
岡
か
ら
新
し
い
農
業
モ
デ
ル
を
つ

く
り
ま
す
」こ
う
語
る
西
村
や
す
子
さ

ん
。西
村
さ
ん
は
日
本
で
ま
だ
未
成
熟

の
オ
リ
ー
ブ
の
産
業
化
、そ
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
よ
る
地
域
振
興
を

目
標
に
掲
げ
Ｃク

レ

ア

Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆフ

ァ

ー

ム

Ａ
Ｒ
Ｍ
を

設
立
し
た
。生
産
手
法
が
確
立
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
国
産
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
の
生
産
、加
工
、販
売
に
取
り
組

み
、二
〇
一
五
年
四
月
に
静
岡
市
内
に

直
営
農
園
を
開
園
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、耕
作
放
棄
地
や
ミ
カ
ン
畑
跡
地
な

ど
を
活
用
し
て
農
園
を
増
や
し
、現
在
、

県
内
一
〇
カ
所
の
農
園
一
〇
㌶
で
約
五

〇
〇
〇
本
の
オ
リ
ー
ブ
を
生
産
す
る
。

　

西
村
さ
ん
は
司
法
書
士
と
し
て
相
続

や
土
地
の
問
題
な
ど
に
関
わ
る
中
で
、

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
が
い
な
い
な

ど
で
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
知
り
、基
幹
産
業
の
農
業
の
衰
退
が

地
域
の
衰
退
に
直
結
し
て
い
る
と
感
じ

た
。「
担
い
手
に
な
る
べ
き
若
い
人
が
農

業
に
魅
力
を
感
じ
な
い
の
は
収
益
が
伴

わ
な
い
と
考
え
て
い
る
た
め
で
、私
自

身
が
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り
を
で
き
な

い
か
と
模
索
し
た
ん
で
す
」と
語
る
が
、

行
き
つ
い
た
の
が
オ
リ
ー
ブ
だ
っ
た
。

　
地
元
企
業
か
ら
出
資
金
集
め
る

　

西
村
さ
ん
が
あ
る
と
き「
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
お
い
し
か
っ
た
」と
い
う

海
外
産
の
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ

ル
に
出
合
っ
た
。そ
し
て
日
本
で
流
通

し
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
の
違
い

に
疑
問
が
湧
き
、調
べ
始
め
た
。そ
の
結

果
、輸
入
に
頼
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
市

場
に
お
い
て
国
産
は
二
％
以
下
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
、一
般
的
な
輸
入
品
の

中
に
は
酸
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
も
あ

る
こ
と
、健
康
志
向
も
あ
り
国
内
消
費

は
増
え
て
い
る
が
ま
だ
使
い
方
を
知
ら

な
い
な
ど
が
分
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、国
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

い
う
だ
け
で
は
価
格
な
ど
で
は
海
外
の

も
の
と
は
と
て
も
戦
え
な
い
が
、六
次

産
業
化
や
観
光
資
源
化
な
ど
農
業
の
枠

を
超
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
確
信
。地
域
の
企
業
や

農
業
関
係
者
、行
政
を
巻
き
込
ん
で
地

域
活
性
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、こ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
つ
く
ろ
う
と
決
め
た
。

　

西
村
さ
ん
が
そ
れ
か
ら
と
っ
た
行
動

が
す
ご
か
っ
た
。司
法
書
士
の
経
験
を

活
か
し
て
、資
本
金
の
調
達
策
を
練
っ

た
。静
岡
県
を
オ
リ
ー
ブ
大
産
地
に
す

地方創生につながる産業創設を目指す西村やす子さん
（提供：㈱CREA FARM）

経営紹介

国産のオリーブオイルを産業化
つくる仕組みと売る仕組みを並行

静岡県静岡市

　　設立●2015年7月 （事業着手2014年～）
　資本金●9000万円
事業内容●農産物の生産・加工・販売、観光農園の運営、
　　　　　農林水産業者経営支援、地域活性事業
　　URL●http://www.creafarm.jp/

株式会社 ＣＲＥＡ ＦＡＲＭ
代表取締役社長　西村 やす子
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経営紹介

る
に
は
地
元
の
有
力
企
業
や
イ
ン
フ
ラ

企
業
な
ど
食
品
加
工
会
社
を
巻
き
込
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
、そ
れ
ら
企
業
に

企
画
を
持
ち
込
ん
だ
。そ
の
結
果
、静
岡

鉄
道
、静
岡
銀
行
グ
ル
ー
プ
な
ど
賛
同

を
得
た
六
社
が
出
資
し
て
く
れ
た
。

　

栽
培
や
搾
油
な
ど
オ
リ
ー
ブ
生
産
に

つ
い
て
、生
産
が
盛
ん
な
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
専
門
家
に
指
導
を
仰
ぎ
、

世
界
技
術
を
導
入
し
た
。植
栽
す
る
オ

リ
ー
ブ
の
木
は
、三
〇
〇
〇
種
の
品
種

か
ら
、専
門
家
の
指
導
の
下
で
、静
岡
県

の
ほ
場
そ
れ
ぞ
れ
の
土
壌
に
適
し
た
品

種
を
選
定
。

　

こ
れ
ら
技
術
の
取
得
に
関
し
て
は
、

西
村
さ
ん
は「
一
番
お
金
を
か
け
た
部

門
で
、現
時
点
で
は
、企
業
秘
密
で
す
」

と
言
う
。し
か
し「
教
え
て
も
ら
っ
た
技

術
は
財
産
で
す
が
、私
た
ち
の
地
域
振

興
に
対
す
る
考
え
に
賛
同
し
て
く
れ
て
、

本
気
で
オ
リ
ー
ブ
を
や
り
た
い
と
言
っ

て
く
れ
る
人
に
公
開
す
る
つ
も
り
で

す
」と
語
る
。自
身
の
経
営
も
重
要
な
が

ら
、耕
作
放
棄
地
増
加
で
荒
廃
し
か
け

た
地
域
の
再
生
に
役
立
つ
な
ら
ば
協
力

は
い
と
わ
な
い
、と
い
う
考
え
だ
。

　

事
業
趣
旨
に
賛
同
し
た
農
家
や
事
業

者
な
ど
も
加
わ
り
、徐
々
に
組
織
が
で

き
上
が
っ
た
。ブ
ラ
ン
ド
管
理
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
含
め
た
全
体
の
経

営
判
断
を
西
村
さ
ん
が
行
う
。作
る
人
、

付
加
価
値
を
付
け
る
人
、売
る
人
。一
つ

の
農
業
法
人
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
持
つ
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

徐
々
に
規
模
拡
大
を
し
て
い
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
よ
り
搾
油
を
開
始
し
、一

八
年
秋
よ
り
本
格
的
な
搾
油
が
始
ま
っ

た
。首
都
圏
か
ら
近
い
と
い
う
立
地
条

件
を
活
か
し
て
、搾
り
た
て
か
つ
無
濾

過
の「
生
し
ぼ
り
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ

ン
オ
イ
ル
」な
ど
を
販
売
し
て
い
く
。商

品
販
売
は
、自
社
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
ネ
ッ
ト
販
売
が
大
半
を
占
め
る
が
、

西
村
さ
ん
は
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能

性
を
広
げ
る
た
め
に「
オ
リ
ー
ブ
収
穫

祭
」な
ど
を
開
催
す
る
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
お
客
開
拓

　

西
村
さ
ん
は
、オ
リ
ー
ブ
生
産
に
先

行
し
て
販
路
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

司
法
書
士
と
し
て
、い
い
農
産
物
を

生
産
し
て
せ
っ
か
く
商
品
化
し
て
も
、

販
売
場
所
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
た
め

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
農
業
者
を
多
く

見
て
き
た
。そ
こ
で「
い
い
も
の
を
作
る

仕
組
み
と
売
る
仕
組
み
は
同
時
進
行
す

る
必
要
が
あ
る
」と
、農
地
を
借
り
る
前

の
二
〇
一
四
年
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｃク

レ

ア

Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｔテ

ー

ブ

ル

Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」を
開
店
。自

社
オ
リ
ー
ブ
の
搾
油
は
三
年
先
に
な
る

た
め
、ま
ず
は
海
外
の
契
約
農
場
な
ど

か
ら
輸
入
し
た
最
高
品
質
の
エ
キ
ス
ト

ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
で
お
客
さ
ま

に
馴
染
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
努
め
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
た
の
は
、食
に
上

質
を
求
め
、か
つ
情
報
な
ど
に
高
感
度

な
女
性
。「
オ
リ
ー
ブ
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
っ
て
お
し
ゃ
れ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

で
し
ょ
」と
い
う
西
村
さ
ん
の
直
観
か

ら
だ
っ
た
が
、こ
こ
に
う
れ
し
い
誤
算

が
あ
っ
た
。男
性
の
来
店
が
意
外
に
多

か
っ
た
の
だ
。高
級
感
漂
う
調
度
品
を

揃
え
る
な
ど
特
別
な
空
間
を
演
出
し
て

い
る
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
に
は
、健

康
志
向
の
男
性
や
お
遣
い
物
、静
岡
の

お
土
産
を
探
し
に
と
性
別
を
問
わ
ず
幅

広
い
世
代
の
お
客
が
訪
れ
た
、と
い
う
。

　
多
く
の
人
と
連
携
し
地
域
振
興

　

そ
こ
で
、西
村
さ
ん
は
、そ
れ
ら
お
客

が
求
め
る
新
商
品
開
発
に
着
手
し
た
。

「
商
品
開
発
は
、地
域
振
興
に
つ
な
が
る

こ
と
を
一
番
に
考
え
、男
性
受
け
す
る

よ
う
な
お
つ
ま
み
を
目
指
し
ま
し
た
」

　

地
元
わ
さ
び
漬
け
の
老
舗「
田
丸
屋

本
店
」と
コ
ラ
ボ
し
た
商
品
で
、ワ
サ
ビ

の
茎
漬
け
、シ
ラ
ス
な
ど
、静
岡
を
代
表

す
る
食
材
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
う
ま

味
素
材
を
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
漬
け
込
み
瓶
詰
め
に

し
た『
Ｕウ

マ

ミ

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ 
Ｏオ

イ

ル
Ｉ
Ｌ
』な
ど
、唯

一
無
二
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
商
品
は
、味
は
も
と
よ
り
、見

た
目
の
か
わ
い
ら
し
さ
、地
域
食
材
と

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
希
少
価
値

の
高
さ
か
ら
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
雑
誌
な

ど
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、売
れ
行
き
は
い
ず
れ
も
好
調
だ
。

「
宣
伝
費
は
ゼ
ロ
で
す
」と
西
村
さ
ん
が

言
う
通
り
、メ
デ
ィ
ア
や
お
客
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
発
信
な
ど
口
コ
ミ
の
影
響
力
は
強
力

で
、Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
の
認
知
度
は

う
な
ぎ
登
り
に
上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、確
か
な
技
術
の
下
で

の
育
苗
、栽
培
、搾
油
、販
売
、管
理
ま
で

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
の
オ
リ
ー
ブ
事
業

が
、次
第
に
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、オ
リ
ー
ブ
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
若
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
増
え
、新
規
就
農
希
望
者

が
集
ま
り
は
じ
め
た
。

　

さ
ら
に
は
、地
方
公
共
団
体
、一
次
産

業
者
、企
業
な
ど
か
ら
連
携
を
申
し
込

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、一
七
年
か
ら
は
、

藤
枝
市
、土
地
地
権
者
と
と
も
に
オ

リ
ー
ブ
を
利
用
し
た「
食
と
農
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」と
い
う
壮
大
な
事
業
実
現

に
向
け
活
動
も
開
始
し
て
い
る
。

　

西
村
さ
ん
は
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
。地
域
を
興
す
の
だ
と
い
う
熱

意
が
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。　
　

（
情
報
企
画
部　

城
間 

綾
子
）
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農
業
経
営
よ
り
も
駐
車
場
経
営
の
方
が
安
定
収
入
を
得
ら
れ

た
と
い
う
理
由
な
ど
で
転
身
し
た
都
市
農
業
者
が
い
た
。ま

た
、先
祖
代
々
の
家
業
と
は
い
え
、年
々
縮
小
し
て
い
く
こ
と

が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
農
業
農
地
を
、子
弟
が
承
継
し
た
い

と
思
え
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

税
制
面
や
賃
貸
借
に
つ
い
て
選
択
肢
は
広
が
っ
た
と
は
い

え
都
市
農
業
経
営
の
在
り
方
自
体
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、こ

の
課
題
自
体
は
存
在
し
続
け
、農
家
は
今
ま
で
通
り
自
主
的

に
離
農
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
、問
わ
れ
る
の
は
、「
都
市
農
地
は
農
地
と
し
て
活
用
す

る
方
が
農
家
一
般
生
活
者
の
両
者
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
」

と
い
う
実
例
を
示
せ
る
の
か
、と
い
う
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、持
続
可
能
な
都
市
農
地
経
営
を
実
現
し
て
い
る

例
と
し
て
は
、「
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
」「
シ
ェ
ア
畑
」な
ど
の
民
間

企
業
に
よ
る
市
民
農
園
チ
ェ
ー
ン
展
開
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ

れ
は
農
家
に
と
っ
て
は
管
理
コ
ス
ト
が
大
幅
に
軽
減
し
、収

益
に
つ
な
が
る
。区
画
を
分
け
て
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う

と
い
う
モ
デ
ル
は
、い
わ
ゆ
る
市
民
農
園
の
発
展
形
と
し
て
、

地
縁
も
血
縁
も
な
い
非
農
家
出
身
の
私
が
都
市
農
業

に
参
入
し
て
間
も
な
く
一
〇
年
と
な
る
。そ
の
間
に

都
市
農
地・農
業
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。緩
や

か
に
消
滅
し
て
い
く
運
命
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
都
市
農
業

に
今
、注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
二
〇
一
五
年
の「
都
市
農
業
振
興
基
本

法
」、そ
し
て
今
年
の「
都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
」の
全
会
一
致
で
の
国
会
通
過
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
、

国
が「
都
市
農
地
は
そ
の
多
面
的
機
能
を
見
直
し
て
活
用
す

る
」「
都
市
農
業
の
担
い
手
は
、農
家
に
限
ら
ず
企
業
や
団
体

も
想
定
す
る
」と
い
う
方
向
に
大
き
く
か
じ
を
切
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
法
制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
で
、都

市
農
業
の
維
持
や
振
興
を
後
押
し
す
る
国
の
体
制
は
一
応

整
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
も
そ
も
都
市
に
な
ぜ
農
地
が
残
っ
て
い
な
い
の
か
と
い

う
と
、一
九
六
八
年
の（
新
）都
市
計
画
法
制
定
で
、都
市
農
業

者
は
農
業
を
選
ぶ
の
か
、宅
地
に
す
る
か
を
迫
ら
れ
た
の
だ
。

●
お
の 

あ
つ
し
●

一
九
七
四
年
北
海
道
生
ま
れ
。テ
レ
ビ
番
組
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
経
て
三
〇
歳
で
農
業
法
人
に
転

職
。農
業
生
産
、流
通
、貸
農
園
な
ど
の
業
務
に

従
事
後
、二
〇
一
四
年
に
株
式
会
社
農
天
気
を
設

立
。東
京
都
国
立
市
で
農
家
×
市
民
×
市
が
参

加
す
る
モ
デ
ル
農
園「
く
に
た
ち 

は
た
け
ん

ぼ
」、地
域
住
民
と
の
交
流
場「
子
育
て
古
民
家

つ
ち
の
こ
や
」を
運
営
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組「
菜
園
ラ
イ

フ
」監
修
・
実
演
。著
書
に﹃
東
京
農
業
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
﹄（
イ
カ
ロ
ス
出
版
）な
ど
。

株
式
会
社
農
天
気 

代
表
取
締
役

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
に
た
ち
農
園
の
会 

理
事
長

小
野 

淳
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今
後
も
形
を
変
え
な
が
ら
も
続
く
も
の
と
思
う
。

そ
し
て
私
が
提
案
し
た
い
の
は
、も
っ
と
幅
広
い
一
般

生
活
者
が
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
な「
農
サ
ー
ビ

ス
」を
提
供
す
る
こ
と
だ
。現
在
、「
市
民
農
園
を
借
り
る
」「
菜

園
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
」こ
と
が
で
き
る
の
は
時
間
と
精
神
的

に
余
裕
の
あ
る
人
で
あ
り
、多
く
の
人
に
と
っ
て
は
、農
に
触

れ
る
こ
と
自
体
に
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
私
は
以
前
か
ら
、よ
り
気
軽
に
、数
時
間
だ
け
で
も

農
的
な
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
く
、試

行
錯
誤
し
て
き
た
。例
え
ば
、「
畑
で
婚
活
」「
大
豆
を
育
て
て

味
噌
づ
く
り
」な
ど
、日
帰
り
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

践
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、現
在
私
が
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
東

京
食
農
観
光
」と
名
付
け
た
、農
泊
事
業
だ
。農
泊
と
い
う
と

地
方
の
里
山
空
間
な
ど
を
活
か
す
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、私

は
都
市
の
住
宅
地
内
に
残
さ
れ
た
農
地
と
民
泊
事
業
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、都
市
農
泊
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

東
京
多
摩
地
域
な
ど
で
は
空
き
家
問
題
は
深
刻
だ
。特
に
、

農
家
が
三
〇
年
以
上
前
に
建
て
た
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
借
り
手

が
い
な
い
。こ
れ
ら
を
活
用
し
農
地
と
の
掛
け
合
わ
せ
で
、一

般
生
活
者
に
新
し
い
農
家
体
験
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。外

国
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
試
行
し
、手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。

　

東
京
の
農
業
は
、数
百
年
の
歴
史
的・文
化
的
背
景
を
持
っ

た
農
家
が
い
ま
だ
に
家
業
と
し
て
支
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、

実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。四
季
折
々
の
行
事
、神
社
や
屋
敷
林
、雑

木
林
、農
業
用
水
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
で
は
、人
口

一
〇
〇
万
都
市
を
世
界
に
先
駆
け
て
実
現
し
た
大
江
戸
を
支

え
た
日
本
人
の
農
と
暮
ら
し
の
在
り
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、

歴
史
も
垣
間
見
え
て
く
る
。

　

農
の
文
化
や
歴
史
な
ど
の
情
報
と
併
せ
て
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
そ
の
も
の
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
感
覚
だ
。私
が

発
信
し
た
い
の
は
、直
接
的
に
農
に
触
れ
野
菜
を
作
る
楽
し

み
だ
け
で
は
な
い
。「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
－
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ア
グ
リ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ス
テ
イ
」と
言
え
る
新
し
い
農
の
体
験
だ
。「
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
」と
思
っ
て
い

る
国
内
外
の
需
要
を
つ
か
ん
で
い
け
る
も
の
と
思
う
。

　

都
市
農
業
は
宅
地
と
農
地
が
混
在
す
る
日
本
な
ら
で
は
の

も
の
だ
。そ
の
現
状
を
逆
手
に
と
っ
て
、暮
ら
し
と
一
体
と

な
っ
た
農
地
活
用
の
成
功
例
を
創
出
し
た
い
。そ
れ
が
、一
〇

年
前
、熱
意
だ
け
の
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
都
市
農
業

に
対
す
る
、私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

  

も
う
、都
市
の
農
地
を
減
ら
し
て
は
い
け
な
い

都
市
農
業
の
歴
史
や
文
化
全
て
を
商
品
化
す
る
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奈
良
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
大
和
の
名

前
を
冠
し
た
大
和
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
、お
茶
生
産
者
の
枠
組
み
を
超
え
て

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が
井
ノ
倉

さ
ん
だ
。最
近
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」が
、東
京
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ

ア
の
ミ
ラ
ノ
な
ど
の
高
級
ホ
テ
ル
の
ラ
ウ

ン
ジ
の
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
に
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
る
ほ
ど
。お
茶
生
産
農
家
の

一
一
代
目
と
し
て
、法
人
化
に
よ
る
企
業

経
営
に
徹
す
る
経
営
セ
ン
ス
に
加
え
、有

機
肥
料
を
ベ
ー
ス
に
環
境
に
や
さ
し
い
土

づ
く
り
な
ど
に
よ
る
茶
葉
生
産
が
高
品
質

茶
を
生
み
、農
林
水
産
大
臣
賞
を
六
回
も

受
賞
す
る
な
ど
数
々
の
実
績
を
挙
げ
る
。

　「
お
茶
で
一
服
」文
化
受
け
継
ぐ

―
―
ご
自
身
の
名
刺
で「
茶
師
」と
名
乗
ら

れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、お
茶
生
産
の
農

業
者
を
超
え
た
、ど
こ
か
お
茶
に
対
す
る

心
意
気
を
感
じ
ま
す
ね
。

井
ノ
倉　
奈
良
に
は
室
町
時
代
の
有
名
な

茶
人
、村
田
殊じ

ゅ

光こ
う

が
い
ま
す
。簡
素
な
茶
室

で
の「
奈
良
茶
湯
」を
確
立
し
た
人
で
す

が
、そ
の
精
神
が
わ
び
茶
の
文
化
、お
も
て

な
し
の
文
化
と
な
り
、奈
良
で
生
き
続
け

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、私
た
ち
生
産
者
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

「
お
茶
で
一
服
」と
い
う
文
化
を
受
け
継
ぐ

必
要
が
あ
る
、と
考
え
て
お
り
、私
自
身
も

そ
の
た
め
に
あ
え
て
茶
師
と
名
乗
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
方

を
教
え
た
り
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

資
格
も
持
っ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
い
っ
た
発
想
で
お
茶
の
生
産
に

携
わ
る
農
業
者
は
珍
し
い
の
で
は
？

井
ノ
倉　
私
の
場
合
、一
一
代
続
く
お
茶

の
生
産
農
家
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
て
お
り
、

お
茶
へ
の
愛
着
や
こ
だ
わ
り
が
人
一
倍
、

強
い
の
で
す
。

―
―
奈
良
の
お
茶
は
長
い
歴
史
が
あ
り

「
大
和
茶
」と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、そ
の
お
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

て
い
る
と
か
。

井
ノ
倉　
大
和
茶
の
よ
う
に
伝
統
や
文
化

が
育
ん
だ
味
わ
い
の
あ
る
お
茶
は
、ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
だ
け
の
価
値
が
あ
り
、付

加
価
値
を
付
け
て
販
売
す
べ
き
と
考
え
、

ま
ず
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

井
ノ
倉　
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、

お
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
普
及
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
お
茶
を
生
産
し
て
農
協

ル
ー
ト
で
市
場
に
出
せ
ば
、黙
っ
て
い
て

も
売
れ
る
時
代
で
し
た
。そ
れ
が
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
、急
須
で
お
茶

を
淹
れ
て
楽
し
む
お
茶
文
化
が
薄
れ
、消

費
も
落
ち
込
み
、一
番
茶
、二
番
茶
と
い
っ

た
高
価
格
帯
の
お
茶
需
要
が
減
少
し
た
の

で
す
。大
和
茶
に
限
ら
ず
日
本
茶
全
体
が

影
響
を
受
け
た
の
で
、対
応
が
必
要
と
考

え
た
の
で
す
。

―
―
そ
の
他
に
は
？

井
ノ
倉　
問
屋
な
ど
の
市
場
流
通
に
課
題

が
多
く
、あ
お
り
で
ブ
ラ
ン
ド
力
や
価
格

形
成
力
の
強
い
京
都
の
宇
治
茶
に
流
れ
て

し
ま
い
、私
た
ち
が
誇
り
に
す
る
大
和
茶

が
、一
種
の
下
請
け
状
態
に
甘
ん
じ
て
い

る
状
態
な
の
で
す
。

―
―
そ
こ
で
、打
開
を
目
指
し
ブ
ラ
ン
ド

化
し
価
値
を
上
げ
よ
う
と
？

井
ノ
倉　
そ
う
で
す
。品
質
に
磨
き
を
掛

け
て
付
加
価
値
を
上
げ
る
こ
と
、そ
れ
を

し
っ
か
り
と
提
案
し
て
味
の
良
さ
を
情
報

大
和
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
目
指
し
行
動
す
る
茶
師

土
づ
く
り
軸
に
丹
精
込
め
高
品
質
茶
を
生
産

井
ノ
倉 

光
博
さ
ん
奈
良
県
　

株
式
会
社
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
井
ノ
倉 

代
表
取
締
役

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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変革は人にあり

発
信
す
る
こ
と
。そ
れ
ら
で
大
和
茶
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
れ
ば
事
態
打
開
が
図
れ
る
、

と
考
え
た
の
で
す
。

　

私
自
身
は
自
社
大
和
茶
ブ
ラ
ン
ド「
Ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
？

井
ノ
倉　
外
部
評
価
が
重
要
で
す
の
で
、

お
茶
の
品
評
会
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。奈
良
県
だ
け
で
な
く
関
西
茶

や
全
国
茶
の
品
評
会
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、

当
社
が
出
品
し
た
お
茶
は
農
林
水
産
大
臣

賞
を
計
六
回
、受
賞
し
ま
し
た
。

―
―
こ
れ
ら
受
賞
の
効
果
は
大
き
い
で

し
ょ
う
ね
。他
に
は
？

井
ノ
倉　
奈
良
県
内
の
私
た
ち
お
茶
生
産

者
と
県
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、県
知
事
に
も

了
解
い
た
だ
い
て
、県
庁
屋
上
の
展
望
台

を
使
っ
て
お
い
し
い
お
茶
の
飲
み
方
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
た
り
、お
茶
を
楽
し
む「
空
中

大
和
茶
カ
フ
ェ
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
た
ら
、ほ
と
ん
ど
予
約
が
埋
ま
る
ほ

ど
で
し
た
。今
で
は
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。企
画
次
第
で
お
客
さ
ん
を
獲
得
で
き

る
の
だ
な
、と
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
が
、そ
の
後
の「
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ

展
」と
い
う
、東
京
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
展

開
に
つ
な
が
っ
た
？

井
ノ
倉　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、奈
良
県
と

県
内
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
奈
良
ブ
ラ
ン

ド
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
官
民
連
携
の
も
の
で

す
。大
和
茶
カ
フ
ェ
も
参
加
し
ま
し
た
。

「
空
中
大
和
茶
カ
フ
ェ
」の
と
き
と
同
様
、

お
茶
の
楽
し
み
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
茶
畑

の
話
を
す
る
な
ど
お
茶
を
堪
能
し
て
も
ら

う
の
で
す
。こ
れ
ら
が
さ
ら
に
新
た
な
展

開
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
高
級
ホ
テ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
に

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

井
ノ
倉　
東
京
西
新
宿
の
高
級
ホ
テ
ル
、

パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
が
評
価
し
て
く

だ
さ
り
、四
一
階
の
見
晴
ら
し
の
い
い
場

所
に
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、大

和
茶
で
ブ
ラ
ン
ド
化
も
果
た
し
て
い
た
当

社
の
緑
茶
、紅
茶
、ウ
ー
ロ
ン
茶
を
取
り
入

れ
て
く
れ
た
の
で
す
。

―
―
メ
ニ
ュ
ー
の
お
茶
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
？

井
ノ
倉　
い
ず
れ
も
最
高
級
の
茶
葉
か
ら

つ
く
っ
た
も
の
ば
か
り
で
、香
り
の
高
い

「
か
ぶ
せ
茶
」は
一
杯
一
四
〇
〇
円
で
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。大
和
茶
が
高
級

品
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
高
品
質
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
が
功

を
奏
し
た
の
で
す
ね
。

井
ノ
倉　
は
い
。評
価
さ
れ
て
、う
れ
し
い

で
す
。私
た
ち
が
生
産
す
る
お
茶
を
品
質

面
で
磨
き
を
か
け
、生
産
者
の
も
の
づ
く

り
の
想
い
や
ド
ラ
マ
を
伝
え
る
こ
と
で
対

価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
分
か
り
自
信
に

な
り
ま
し
た
。同
時
に
接
客
技
術
も
多
く

学
び
ま
し
た
。

―
―
こ
こ
で
、角
度
を
変
え
て
生
産
現
場

の
月
ヶ
瀬
の
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

立
地
条
件
が
お
茶
の
栽
培
に
適
し
て
い
る

と
か
？

井
ノ
倉　
奈
良
県
北
東
部
の
三
重
県
境
に

近
い
月
ヶ
瀬
と
い
う
、標
高
三
〇
〇
㍍
の

山
間
地
域
の
傾
斜
地
七
㌶
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。昼
夜
の
温
度
差
が
あ
り
、近
く
を
流

れ
る
川
か
ら
の
朝
霧
の
ミ
ス
ト
効
果
が
、

お
茶
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
で
す
。

　

た
だ
、栽
培
し
て
三
〇
年
以
上
の
土
地

で
す
の
で
、毎
年
一
㌶
ほ
ど
土
を
大
幅
に

SHOP「粋翠」でお茶を淹れながら経営を語る井ノ倉光博さん

Profile

い
の
く
ら 

み
つ
ひ
ろ

一
九
六
四
年
奈
良
県
生
ま
れ
。五
四
歳
。お
茶
生
産
農
家

の
一
一
代
目
。奈
良
県
立
山
辺
高
校
を
卒
業
後
、静
岡
県

に
あ
る
農
林
水
産
省
茶
業
試
験
場
で
二
年
間
学
ん
だ
後

就
農
、二
〇
一
二
年
に
株
式
会
社
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
井
ノ

倉
を
設
立
、現
在
に
至
る
。こ
の
間
、全
国
茶
品
評
会
な
ど

で
六
回
に
わ
た
り
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
は
じ
め
各
種

の
賞
を
受
賞
。日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
も
得
る
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
与
、信
望
が
厚
い
。

株
式
会
社
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
井
ノ
倉

奈
良
市
月
个
瀬
に
本
社
。井
ノ
倉
光
博
代
表
取
締
役
。資

本
金
三
〇
〇
万
円
。二
〇
一
二
年
に
法
人
化
。月
个
瀬
地

区
の
山
間
部
傾
斜
地
七
㌶
を
使
い「
や
ぶ
き
た
」「
お
く

み
ど
り
」な
ど
の
茶
栽
培
、最
新
の
製
茶
設
備
を
擁
す
る

て
ん
茶
工
場
を
新
設
し
高
品
質
茶
を
目
指
す
。エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
も
得
る
。全
国
茶
品
評
会
で
の
農
林

水
産
大
臣
賞
な
ど
受
賞
歴
も
多
い
。東
京
や
イ
タ
リ
ア

ミ
ラ
ノ
の
高
級
ホ
テ
ル
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
に「
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」ブ
ラ
ン
ド
で
出
る
。

Data
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変革は人にあり

入
れ
替
え
て
い
ま
す
の
で
、正
確
に
は
六

㌶
の
茶
栽
培
で
す
。

―
―
土
づ
く
り
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
ね
。

井
ノ
倉　
春
と
秋
に
自
社
設
計
の
有
機
質

肥
料
中
心
の
施
肥
を
行
い
保
肥
力
の
高
い

土
づ
く
り
、さ
ら
に
深
く
耕
す
こ
と
に
も

努
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
っ
て
環
境

に
や
さ
し
い
土
づ
く
り
と
な
り
、高
品
質

の
お
茶
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、奈
良
県
の
県
営
事
業
で
お
茶
生

産
農
家
向
け
に
点
滴
施
肥
か
ん
が
い
施
設

の
整
備
が
行
わ
れ
た
結
果
、水
に
液
肥
を

混
ぜ
て
ド
リ
ッ
プ
チ
ュ
ー
ブ
で
自
動
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、省
力
化
に
プ

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　「
か
ぶ
せ
茶
」で
高
品
質
茶
ア
ピ
ー
ル

―
―
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」茶
の
品
質
面

で
の
強
み
は「
か
ぶ
せ
茶
」づ
く
り
だ
と
聞

き
ま
し
た
が
、ど
ん
な
も
の
な
の
で
す
か
。

井
ノ
倉　
茶
畑
に
黒
や
白
の
網
目
状
の

シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
し
て
敷
き
、

日
光
を
遮
り
光
合
成
を
避
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、お
茶
の
葉
に
含
ま
れ
る
う
ま

味
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
増
加
を
促
す

の
で
す
。手
間
を
か
け
上
質
茶
生
産
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
の
で「
か
ぶ
せ
茶
」と
呼

び
、ア
ピ
ー
ル
の
一
つ
に
し
ま
し
た
。

―
―
抹
茶
な
ど
の
ニ
ー
ズ
対
応
の
て
ん
茶

工
場
を
新
設
さ
れ
た
と
か
。

井
ノ
倉　
て
ん
茶
は
抹
茶
の
原
葉
の
こ
と

で
す
が
、抹
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
お

菓
子
が
若
い
世
代
や
外
国
人
に
人
気
で
す

の
で
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
。

そ
れ
と
最
新
の
製
茶
設
備
が
必
要
に
な
り
、

工
場
新
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

―
―
お
茶
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
小
売
り
の

お
店「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
粋す

い

翠す
い

」を
新
設
さ
れ
て
い

る
の
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

井
ノ
倉　
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
粋
翠
」は
、お
客
さ

ん
に
じ
っ
く
り
と
大
和
茶
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、淹
れ
方
を
伝
え
、お
茶
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
場
所
で
す
。

同
時
に
、店
先
に
商
品
を
並
べ
て
小
売
り

も
行
い
、お
茶
生
産
か
ら
加
工
、販
売
ま
で

の
六
次
産
業
化
の
一
環
で
す
。

　

現
在
、販
売
は
全
体
の
三
分
の
二
が
農

協
経
由
の
市
場
流
通
で
、残
り
の
三
分
の

一
が
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
直
接
販
売
で
す

が
、今
後
、直
接
販
売
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が「
も
の
づ
く
り
」の
現
場
に
出

て
い
る
関
係
で
、「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
粋
翠
」は
毎

週
日
曜
日
午
後
二
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

で
す
が
、見
学
を
兼
ね
遠
方
か
ら
お
客
様

が
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

―
―
遠
方
と
い
う
と
、海
外
か
ら
も
？

井
ノ
倉　
実
は
、そ
う
な
の
で
す
。

　

以
前
、イ
タ
リ
ア
で「
空
中
大
和
茶
カ

フ
ェ
」を
や
っ
て
み
な
い
か
と
奈
良
県
内
の

企
業
経
営
者
か
ら
お
誘
い
が
あ
り
、三
日
間
、

一
一
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
一
日
四
回
の
お
い

し
い
お
茶
の
淹
れ
方
を
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、ブ
ル
ガ
リ
ホ
テ
ル
ミ
ラ
ノ
と

い
う
高
級
ホ
テ
ル
の
幹
部
の
目
に
留
ま
り
、

そ
の
幹
部
が
来
日
し
て
お
茶
生
産
現
場
も

見
学
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。そ
の
結

果
、な
ん
と
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
に

採
用
さ
れ
た
高
級「
か
ぶ
せ
茶
」の「
玉た

ま

響ゆ
ら

」

を
ミ
ラ
ノ
の
ホ
テ
ル
に
採
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

―
―
欧
州
で
は
、消
費
者
が
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
訪
れ
生
産
者
と
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
こ
と

が
盛
ん
と
聞
き
ま
す
。茶
園
で
も
同
様
の

取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

井
ノ
倉　
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

日
本
の
お
茶
の
生
産
現
場
は
ま
だ
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
よ
う
な
お
客
様
対
応
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
た

い
で
す
。高
品
質
茶
に
こ
だ
わ
り
、そ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
た
ら
、弾
み
が
つ
い
て

産
地
で
あ
る
月
ヶ
瀬
と
世
界
が
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
最
高
で
す
ね
。

　
今
後
は
若
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

―
―
今
後
は
海
外
出
展
も
視
野
に
入
れ
る

お
考
え
で
す
か
。

井
ノ
倉　
率
直
に
申
し
上
げ
て
、そ
の
余

裕
は
ま
だ
な
い
で
す
。で
も
、チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
、海
外
に
も
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
で
す
。

　

そ
の
絡
み
で
以
前
、経
済
産
業
省
な
ど

の
主
催
で
パ
リ
の
日
本
文
化
会
館
で
の

「
フ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
五
〇

〇
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
声
が
掛
か
り
、お

茶
会
で
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
て
の
お
茶

の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。

―
―
欧
米
人
は
高
級
な
お
茶
へ
の
関
心
度

が
高
い
？

井
ノ
倉　
日
本
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、間
違
い
な
く
高
級
な
日
本
茶
へ

の
関
心
度
も
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、海
外
の
方
が
も
っ
と
気
軽

に
参
加
で
き
る
お
茶
会
を
開
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
あ
と
は
、ど
ん
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

井
ノ
倉　
こ
こ
ま
で
は
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

を
中
心
に
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、私
と
し

て
は
、こ
れ
か
ら
は
日
本
国
内
で
若
い
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、お
茶
の
お
い
し
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
た

い
で
す
。そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
一
期
一
会
」

と
日
本
文
化
の「
お
も
て
な
し
」の
心
を
日

本
茶
で
、を
テ
ー
マ
に
し
た
い
で
す
。

―
―
念
願
の
大
和
茶
ブ
ラ
ン
ド
化
が
着
実

に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

井
ノ
倉　
自
社
ブ
ラ
ン
ド
茶
だ
け
で
な
く

伝
統
の
大
和
茶
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
人

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
評
価
を
得
る
こ
と

が
目
標
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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奥
羽
本
線
大
館
駅
か
ら
北
東
、奥
州
街
道
国
道

七
号
線
を
経
由
し
て
獅
子
ケ
森
入
口
を
右

折
し
五
㌔
メ
ー
ト
ル
、車
で
約
一
〇
分
の
場
所
に
あ

る「
秋
田
三
鶏
記
念
館
」（
秋
田
県
大
館
市
、大
館
郷
土

博
物
館
敷
地
内
）に
秋
田
三
鶏
保
存
会
が
建
て
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。記
念
館
は
秋
田
三
鶏
と

呼
ば
れ
て
い
る
国
指
定
天
然
記
念
物
の
声こ

え

良よ
し

鶏ど
り

と
比ひ

内な
い

鶏ど
り

、秋
田
県
指
定
天
然
記
念
物
の
金き

ん

八ぱ

鶏ど
り

の
保
護

と
増
殖
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
表
面
に
は「
天
然
記
念
物
秋
田
三
鶏
発
祥
の

地
大
館
」の
文
字
と
秋
田

三
鶏
が
描
か
れ
、裏
面
に

は
次
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
天
然
記
念
物
声
良
鶏
、

比
内
鶏
、金
八
鶏
は
大
館

市
を
中
心
に
生
息
保
存
さ

れ
て
い
る
日
本
鶏
で
あ
る
。

こ
れ
は
昭
和
の
初
期
大
館

町
の
歴
代
町
長
が
大
館
の

宝
を
後
世
に
保
存
す
る
事

に
情
熱
を
燃
や
し
保
存
会

を
結
成
し
天
然
記
物
に
指
定
運
動
を
し
、実
現
し
た
。

鶏
博
士
と
言
わ
れ
た
、山
田
定
治
氏
は
私
財
を
投
げ

う
っ
て
戦
時
中
の
食
糧
難
を
乗
り
越
え
秋
田
三
鶏
を

守
り
抜
い
た
功
績
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

　

天
然
記
念
物
秋
田
三
鶏
の
特
徴

声
良
鶏　

昭
和
十
二
年
十
二
月
国
指
定
天
然
記
念
物

　

日
本
三
大
長
鳴
き
鶏
で
歌
声
は
低
音
で
豪
壮
、

　

優
雅
、流
楊
と
歌
う
声
は
魅
了
さ
せ
ら
れ
る
。

比
内
鶏　

昭
和
十
七
年
七
月
国
指
定
天
然
記
念
物

　

日
本
三
大
美
味
鶏
で
美
麗
を
誇
り
旧
藩
時
代
藩
主

に
年
貢
と
し
て
納
め
た
と
記
録
に
あ
る
。本
場
大

館
の『
き
り
た
ん
ぽ
鍋
』は
日
本
一
の
美
味
鶏
比
内

鶏
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。比
内
鶏
は
も
っ
と
も

改
良
が
遅
れ
た
野
鶏
に
近
い
縄
文
時
代
か
ら
の
独

特
の
地
鶏
で
あ
り
大
館
地
方
の
気
候
風
土
が
鶏
を

お
い
し
く
す
る
土
地
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

金
八
鶏　
昭
和
三
十
四
年
一
月
秋
田
県
指
定
天
然
記
念
物

　

天
保
年
間
大
館
町
川
原
町
肴
屋
金
八
氏
に
よ
っ
て 

　

突
然
異
変
的
作
出
の
鶏
で
あ
り
闘
争
性
に
優
れ
喧 

　

嘩
速
い
こ
と
か
ら
短
気
者
の
金
八
氏
に
あ
や
か
り
金

八
鶏
と
名
付
け
ら
れ
た
。」

山
田
定
治
の
功
績
に

つ
い
て
触
れ
ま

し
ょ
う
。一
九
三
二
年（
昭

和
七
年
）か
ら
県
種
鶏
場

に
勤
務
。食
用
鶏
は
肉
が

多
く
採
卵
鶏
は
連
産
す
る

も
の
が
奨
励
さ
れ
純
粋
日

本
鶏
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
た
時
代
に
、定

治
は
三
鶏
を
後
世
に
残
す

必
要
が
あ
る
と
絶
滅
寸
前
だ
っ
た
三
鶏
の
飼
育
研
究

を
継
続
し
た
の
で
す
。秋
田
県
の
代
表
的
な
産
物
、比

内
地
鶏
は
比
内
鶏
の
雄
と
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ

ド
の
雌
の
一
代
交
雑
種
で
す
の
で
、私
た
ち
が
お
い
し

い
比
内
地
鶏
を
食
べ
ら
れ
る
の
も
定
治
の
お
か
げ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
お
、記
念
館
で
は
、四

～
一
一
月
ま
で
三
鶏
の
つ
が
い
を
飼
育
し
て
お
り
、特

に
四
～
七
月
は
か
わ
い
い
ヒ
ヨ
コ
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
本
稿
は
、大
館
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化

課
課
長 

若
宮
司
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

「天然記念物秋田三鶏発祥の地大館」の
モニュメント（提供：大館郷土博物館）

Profile

かも みきお
1950年北海道生まれ。岩手大学農業機械学科卒業
後、農林省東北農業試験場入省。農林水産技術会議
事務局、（独）農研機構近畿中国四国農業研究セン
ター四国農業研究監、（独）農研機構畜産草地研究
所草地研究監などを経て、2010年から日本政策金
融公庫に勤務。専門は畜産草地で、主な研究対象は
飼料の収穫・調製・給与など。

畜産関連の碑めぐり（19）
守り抜かれた秋田三鶏

日本政策金融公庫
テクニカルアドバイザー

加茂 幹男
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あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、村
独
自
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
も
力

を
入
れ
ま
し
た
。天
栄
村
は
東
西
に
長
い
地
形
で
、中
央

に
位
置
す
る
鳳ほ

う

坂さ
か

峠
に
分
水
嶺
が
あ
り
、そ
の
分
水
嶺

を
境
に
、東
側
が
農
耕
地
域
、西
側
に
は
温
泉
が
三
つ
あ

り
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
産
業
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
。地
域
住
民
が
築
い
て
き
た
産
業
と
農
業
の
バ

ラ
ン
ス
が
保
た
れ
た
村
で
す
。

　

東
側
は
安
心
安
全
な
農
作
物
生
産
に
適
し
た
地
域
で

す
。ま
た
、西
側
の
地
域
は
会
津
地
方
寄
り
な
の
で
、風

土
も
会
津
の
特
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。郷
土
料

理
と
し
て
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
天
ぷ
ら
と
い
う
珍
し
い
も
の

が
あ
り
、同
じ
村
内
で
も
分
水
嶺
を
境
に
気
候
や
風
土

が
大
き
く
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
集
ま
っ
た
検
討
会

で
は
、こ
う
い
っ
た
東
西
の
違
い
や
特
色
を
う
ま
く
活

か
し
、「
天
栄
村
ら
し
い
、天
栄
村
で
し
か
で
き
な
い
体
験

を
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
！
」と
皆
さ
ん
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、「
私
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」「
村
に
は
こ

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が
あ
る
」な
ど
の
意
見

が
飛
び
交
い
、最
初
に
一
○
八
も
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

学
校
や
県
の
関
係
者
か
ら
は
、協
議
会
で
こ
れ
ほ
ど

多
く
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
る
こ
と
に
驚
か
れ
ま

し
た
。私
は
、こ
れ
ら
が
協
議
会
や
行
政
主
導
で
は
な

く
、心
を
一
丸
に
し
た
地
域
の
方
々
か
ら
生
ま
れ
た
と

い
う
点
が
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
思
い
が
け
な
い
打
診
で
元
気
回
復

　

と
こ
ろ
が
、二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
、あ
の
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
の
で
す
。そ
し
て
、県
内
の
東
電
福

島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、風
評
被
害
が
広
が
り
ま
し

た
。受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、そ
の
年
の
七
月
に
東
京
の

中
学
校
二
校
の
受
け
入
れ
が
決
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

保
護
者
の
方
々
の
心
配
が
尽
き
ず
、今「
フ
ク
シ
マ
」に

子
ど
も
た
ち
を
行
か
せ
る
べ
き
で
は
な
い
、と
言
わ
れ

ま
し
た
。

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
小
学
校
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
が
契
機

　

二
〇
〇
八
年
か
ら
農
水
省
、文
科
省
、総
務
省
が
連
携

し
た「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
ま

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、全
国
の
小
学
校
で
の
農
山
漁
村
で

の
自
然
体
験
、集
団
宿
泊
体
験
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
天
栄
村
も
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
お

こ
う
と
、〇
九
年
に
こ
の
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
体
制
を
つ
く
る
に
当
た
り
、村
内
で
説
明

会
を
何
度
も
開
き
、村
に
住
む
方
々
を
巻
き
込
ん
で
い

き
ま
し
た
。ま
ず
、子
ど
も
た
ち
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ

て
く
だ
さ
る
農
家
さ
ん
を
総
称
し
て「
受
入
登
録
者
」と

し
ま
し
た
。こ
の
中
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
指
導
、

ア
テ
ン
ド
す
る「
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」に
も
登
録

さ
れ
た
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
設
立
当
初
は
、受
入
登
録
者
と
し
て
六
四

軒
、体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
九
三
人
の
ご
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。当
時
の
天
栄
村
の
世
帯
数
が
約
一

七
〇
〇
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、か
な
り
の
割
合
で

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

海
外
青
少
年
と
の
交
流
が
地
域
を
元
気
に

原
発
事
故
の
風
評
被
害
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

福
島
県
岩
瀬
郡
天
栄
村

天
栄
村
ふ
る
さ
と
子
ど
も
夢
学
校
推
進
協
議
会

村
田 

美
章
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まちづくり むらづくり

　

そ
し
て
、残
念
な
こ
と
に
、二
校
の
受
け
入
れ
が
取
り

や
め
と
な
り
、進
ん
で
い
た
話
も
頓
挫
し
ま
し
た
。協
議

会
の
設
立
目
的
で
あ
っ
た
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
予
定

が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

で
も
、諦
め
な
い
心
を
持
っ
て
前
に
進
ん
で
い
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。協
議
会
事
務
局
は
、必
死
に
な
っ
て
受

入
登
録
者
向
け
に
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、学
校
側
に

は
福
島
第
一
原
発
か
ら
天
栄
村
ま
で
の
位
置
関
係
を
示

し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、体
験
実
施
場
所
の
安

全
性
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
打
診
が
あ

り
ま
し
た
。震
災
か
ら
の
復
興
と
再
生
に
向
け
て
、一
一

年
六
月
か
ら
外
務
省
に
よ
る「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
始
ま
る
の
で
、海
外
の
青
少
年
を
受
け
入
れ
て

み
な
い
か
、と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
す
。

　

受
け
入
れ
対
象
は
国
内
の
子
ど
も
か
ら
海
外
に
変
わ

り
ま
す
が
、「
子
ど
も
た
ち
が
天
栄
村
を
訪
れ
て
、自
然

や
暮
ら
し
を
体
験
す
る
」こ
と
は
同
じ
で
す
。私
た
ち
は

早
速
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
二
年
後
の
一
三
年
に
終

了
し
ま
し
た
が
、後
継
事
業
の「
ジ
ェ
ネ
シ
ス
二
・
〇
」

と「
カ
ケ
ハ
シ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
青
少
年
交
流

事
業
が
あ
り
、天
栄
村
は
現
在
も
こ
れ
ら
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
受
け
入
れ
た
国
は
二

三
カ
国
、延
べ
人
数
は
一
三
〇
〇
人
に
上
り
ま
す
。

　
海
外
の
青
少
年
に
放
射
線
学
習
も

　

天
栄
村
を
訪
れ
る
海
外
の
青
少
年
た
ち
は
、ま
ず
震

災
復
興
に
対
す
る
村
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
す
。主
な

内
容
は
、天
栄
米
や
そ
の
他
の
農
作
物
を
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
栽
培
す
る
取
り
組
み
、仮
設
住
宅
に
避
難
し

て
い
る
富
岡
町
や
浪
江
町
の
方
々
に
当
時
の
様
子
を
お

話
し
い
た
だ
く
震
災
講
話
、放
射
線
学
習
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、稲
刈
り
や
岩
瀬
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
な
ど
の
農

業
体
験
、近
隣
の
高
校
生
や
村
内
の
中
学
生
と
の
交
流
、

日
本
文
化
体
験
な
ど
、天
栄
村
な
ら
で
は
の
多
岐
に
わ

た
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、お
箸
作
り
や
、自
分
た
ち
で
握
っ
て
食
べ
る

セ
ル
フ
お
む
す
び
体
験
も
人
気
で
す
。地
域
の
お
母
さ

ん
方
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
、交
流
し
な
が
ら
お

に
ぎ
り
を
作
っ
て
食
べ
る
の
で
す
。言
葉
は
通
じ
な
く

て
も
、身
ぶ
り
手
ぶ
り
と
気
合
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
、体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
お
母
さ

ん
方
も
、気
持
ち
が
あ
れ
ば
な
ん
と
か
通
じ
合
っ
て
い

ま
す
。

profile
天栄村ふるさと子ども夢学
校推進協議会

村田 美章　むらた みゆき

1973年天栄村生まれ。高校卒
業後、東京の短期大学に進み
就職。結婚後は福岡県にて暮
らすが、2009年、出産を機に
天栄村にUターン。2014年か
ら天栄村商工会の臨時職員と
して勤務。以後、天栄村ふるさ
と子ども夢学校推進協議会の
事務局員として全事業に携わ
る。

2009年、子ども農山漁村交流
プロジェクトや教育旅行など
の受け入れ地域として地域活
性化を図るために設立。組織構
成は行政をはじめ25団体から
なる。12年からキズナ強化プロ
ジェクトで海外青少年の受け
入れを開始。現在は県委託の定
住・二地域居住推進モデル事
業を実施しており、定住・UIJ
ターンの促進にも取り組む。

上：セルフおむすび作りを体験中の海外青少年たちと地域のお母さん
下：天栄村産品のお弁当と野菜の植え付け風景
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まちづくり むらづくり

　
移
住
強
化
に
向
け
新
取
り
組
み

　

海
外
の
青
少
年
の
受
け
入
れ
を
続
け
る
こ
と
で
、う

れ
し
い
こ
と
に
、国
内
で
も
私
た
ち
の
取
り
組
み
が
だ

ん
だ
ん
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
天
栄

村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
た
の
で
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
」と
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連

の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
た
の
で
す
。

　

一
番
人
気
の
プ
ラ
ン
は
農
業
体
験
と
観
光
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。村
で
は
天
栄
米
・
天
栄
ヤ
ー
コ
ン
・

天
栄
長
ネ
ギ
を
主
要
三
大
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
に
も
天
姫
ト
マ
ト
や
岩
瀬
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、特

色
あ
る
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

村
に
は
酒
蔵
が
二
つ
あ
り
、さ
ら
に
味
噌
蔵
、麹
屋
、

豆
腐
店
、し
ょ
う
ゆ
店
が
あ
り
ま
す
。天
栄
米
で
作
っ
た

地
域
産
品
・
天
栄
米
み
り
ん
も
あ
る
の
で
、塩
と
砂
糖
、

酢
以
外
の
調
味
料
は
全
て「
天
栄
村
産
」と
し
て
提
供
で

き
ま
す
。水
が
お
い
し
い
か
ら
お
米
や
野
菜
が
お
い
し

く
、お
い
し
い
お
酒
も
で
き
ま
す
。仕
込
み
水
で
作
っ
た

水
出
し
コ
ー
ヒ
ー
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
天
栄
村
産
品
で
作
っ
た
お
弁
当
や
郷
土
料

理
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が
訪
れ
る
人
た
ち
に
と
て
も
好
評
で
、

内
容
が
ど
ん
ど
ん
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。「
天

栄
村
の
自
然
の
中
で
体
験
し
て
、汗
を
流
し
た
後
に
食

べ
る
郷
土
料
理
が
楽
し
み
で
毎
回
、足
を
運
ん
で
い
ま

す
」と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ま
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、福
島
県
内
外
か
ら
の
視
察
研
修
も
増
え
ま
し

た
。事
務
局
の
実
働
人
数
は
二
人
な
の
で
、皆
さ
ん
に

「
こ
の
少
人
数
で
運
営
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」と
驚
か

れ
ま
す
。私
た
ち
は
無
我
夢
中
で
こ
の
活
動
を
進
め
て

き
て
、気
が
つ
い
た
ら
こ
こ
ま
で
き
た
、と
い
う
感
じ
で

す
が
、地
域
の
方
々
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、み
ん
な

が
そ
れ
ぞ
れ
で
で
き
る
こ
と
、そ
し
て
天
栄
村
全
体
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、天
栄
村
を
魅
力
あ
る
、活
力
あ

る
村
に
し
て
い
き
た
い
、と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
が
今
で
は
大
き
な
力
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
は
、天
栄
村
へ
の
移
住
推
進
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。協
議
会
で
は
二
〇
一
五
年
度
か
ら
福
島
県
の

委
託
で
、定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。例
え
ば
村
の
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
開
催

や
、移
住
希
望
者
が
い
る
場
合
は
村
の
空
き
家
所
有
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
き
っ
か
け
で
、昨
年
四
月

に
東
京
か
ら
ご
家
族
四
人
が
移
住
さ
れ
ま
し
た
。移
住

さ
れ
た
方
が
天
栄
村
で
の
生
活
ぶ
り
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

情
報
発
信
し
て
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
天
栄
村
に
興
味

を
持
っ
て
訪
れ
る
人
が
増
え
る
な
ど
、移
住
者
が
移
住

予
備
軍
を
呼
ぶ
と
い
う
波
及
効
果
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
移
住
希
望
者
の
方
々
向
け
に
は
、日
帰
り
か

ら
最
大
二
週
間
ま
で
お
試
し
暮
ら
し
が
で
き
る
短
期
滞

在
住
宅
が
あ
り
ま
す
。滞
在
期
間
中
は
そ
の
住
宅
を
拠

点
に
、村
案
内
は
も
ち
ろ
ん
、空
き
家
物
件
の
案
内
や
就

農
体
験
、天
栄
村
商
工
会
と
連
携
し
た
会
員
企
業
に
よ

る
就
労
体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。こ
う
い
っ
た
こ
と
が

で
き
る
の
も
協
議
会
の
強
み
で
す
。

　

ま
た
、一
六
年
に
は「
天
栄
村
新
規
就
農
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」が
設
立
さ
れ
、そ
の
事
務
局
も
協
議
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
ら
は
全
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

つ
な
が
り
を
大
切
に
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
村
を
も
っ

と
元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

海
外
の
青
少
年
を
受
け
入
れ
る
上
で
は
、宗
教
上
注

意
す
べ
き
食
べ
物
や
、慣
習
や
考
え
方
の
違
い
な
ど
が

あ
り
、事
前
準
備
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、毎
回
必
ず

受
け
入
れ
前
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
村
内
宿
泊
施
設

の
方
々
と
そ
の
国
の
勉
強
会
を
行
い
、均
一
し
た
受
け

入
れ
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。最
も

難
し
い
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
ハ
ラ
ル
肉
や
食
材
の

提
供
は
、私
た
ち
事
務
局
が
ま
と
め
て
準
備
し
て
各
家

庭
や
宿
泊
施
設
に
配
布
し
、地
域
の
方
々
の
負
担
を
少

し
で
も
減
ら
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

心
配
事
な
ど
も
、み
ん
な
で
共
有
し
て
い
ま
す
。言
葉

も
通
じ
な
い
他
国
の
青
少
年
の
受
け
入
れ
を
懸
念
す
る

方
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、実
際
に
受
け
入
れ
て
み
る

と
、皆
さ
ん「
今
回
受
け
入
れ
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」「
い
ろ
い
ろ
す
て
き
な
経
験
が
で
き
た
」「
次
は
い

つ
、ど
こ
の
国
の
子
ど
も
達
が
来
る
の
？
」と
い
う
前
向

き
な
意
見
ば
か
り
で
し
た
。

　

毎
回
、最
終
日
に
は
交
流
会
を
行
い
ま
す
が
、最
後
は

青
少
年
も
受
入
登
録
者
の
方
も
別
れ
を
惜
し
み
、涙
、涙

の
交
流
会
と
な
り
ま
す
。帰
国
後
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
な
ど
で
交
流
を
続
け
る
方
が
ほ
と

ん
ど
で
、個
人
的
に
再
訪
問
す
る
青
少
年
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、残
念
な
が
ら
国

内
の
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入
れ
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
に
海
外
か
ら
の
青
少
年
の
受

け
入
れ
に
関
わ
る
こ
と
で
、村
の
方
々
に
自
信
が
生
ま

れ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、青
少
年
の
宿
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
ば
か
り
で
な
く
、宿
泊
施
設
の
利
用
も
あ
る
た
め
、風

評
被
害
で
沈
ん
で
い
た
天
栄
村
の
観
光
産
業
に
も
大
き

い
波
及
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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書評

書
評

監査手帳 2018年版	 全国農業協同組合中央会／編	 家の光協会	 2,900円
食料・農業・農村白書〈平成30年版〉	 農林水産省／編	 日経印刷	 2,600円
日本の森林管理政策の展開 その内実と限界	 柿澤 宏昭／著	 日本林業調査会	 2,000円

「複合林産型」で創る国産材ビジネスの新潮流 川上・川下の新たな連携システムとは	 遠藤 日雄／著	 全国林業改良普及協会	 3,000円
欧米諸国の森林管理政策 改革の到達点	 柿澤 宏昭／著	 日本林業調査会	 2,000円
スマート農業のすすめ 次世代農業人【スマートファーマー】の心得	  	 産業開発機構	 1,800円
タネはどうなる?! 種子法廃止と種苗法適用で	 山田 正彦／著	 サイゾー	 1,300円
食料農業の法と制度	 井上 龍子／著	 金融財政事情研究会	 2,200円
農山村からの地方創生	 小田切 徳美、尾原 浩子／著 	 筑波書房	 1,400円
攻めの農林水産業のための知財戦略 食の日本ブランドの確立に向けて		  経済産業調査会	 4,900円

タイトル	 著者	 出版社 定価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

読まれてます 三省堂書店農林水産省売店（2018年9月1日～9月30日・税抜）

渡邊 智之／著、
産業開発機構／編 

農水知財基本テキスト 
編集委員会／編

　
「
自
分
の
本
当
に
や
り
た
い
仕
事
を
し
な
が
ら
生
き
て

い
け
た
ら
、ど
ん
な
に
よ
い
だ
ろ
う
」。そ
う
思
う
人
は
多

い
だ
ろ
う
。

　

今
、日
本
に
は
、こ
う
し
た
思
い
に
応
え
る
時
代
が
生

ま
れ
て
い
る
。本
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
世
界
に
働
き
が
い
の
あ

る
仕
事
を
、社
会
的
に
有
益
な
仕
事
を
、自
分
た
ち
で
つ

く
り
だ
し
始
め
て
い
る
人
々
が
、実
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
創
業
の
時
代
が
今
、生
ま
れ
て
い
る
。

　

本
書『
半
市
場
経
済
』に
は
、第
二
章『
エ
シ
カ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
︱
「
縁
」を
結
ぶ
組
織
、「
縁
」を
紡
ぐ
働
き
方
』、

三
章『
存
在
感
の
あ
る
時
間
を
求
め
て
︱
「
時
間
に
よ
る

支
配
」か
ら「
時
間
の
創
造
」へ
』、四
章『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
︱
経
済
活
動
を
通
じ
て
社
会
変
革
を

も
た
ら
す「
産
霊（
む
す
び
）の
力
」』に
、そ
の
具
体
的
内

容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
本
を
書
い
た
内
山
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
ビ
ジ
ネ
ス

の
目
的
が
利
益
の
最
大
化
で
な
く
、よ
り
よ
き
社
会
を
つ

く
る
こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、よ
り
よ
き
生
き
方
を
創
造
す
る
」と
い
う
動
き
が
萌

芽
し
、こ
の
潮
流
は
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
の
先
進
国
に

も
広
が
り
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

市
場
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
市
場
経
済
で
あ
る

が
、働
き
方
や
社
会
へ
の
向
か
い
方
に
違
い
が
あ
り
、そ

の
特
色
こ
そ
が｢

半
市
場
経
済｣

な
の
で
あ
る
。

　

三
年
ほ
ど
前
、「
干
し
野
菜
」を
メ
イ
ン
に
し
た
料
理
を

食
べ
に
来
な
い
か
と
友
人
に
誘
わ
れ
、三
重
県
美
杉
村
の

集
落
の
一
番
奥
に
あ
る
農
家
を
訪
ね
た
。食
材
の
干
し
野

菜
は
、例
え
ば
タ
マ
ネ
ギ
は
薄
切
り
し
て
天
日
で
数
日
間

干
し
、さ
ら
に
炭
火
で
乾
燥
さ
せ
る
。こ
う
す
る
と
水
分

が
と
び
、保
存
性
が
い
っ
そ
う
高
ま
り
、同
時
に
炭
火
の

遠
赤
外
線
効
果
で
、ぐ
っ
と
旨
味
を
増
す
。こ
の
手
間
が

「
干
し
料
理
」の
奥
義
ら
し
く
、余
計
な
味
付
け
を
し
な
く

て
も
甘
味
や
旨
味
の
あ
る
不
思
議
な
料
理
に
な
る
。

　

天
日
を
活
か
し
た
干
し
野
菜
食
文
化
は
、伝
統
的
な

日
常
食
で
あ
っ
た
。し
か
し
、簡
便
な
現
代
社
会
で
は
役

割
を
終
え
た
よ
う
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。在
所
の
野
菜

や
山
野
の
薬
草
を
軒
先
い
っ
ぱ
い
に「
天
日
干
し
」す
る

光
景
は
圧
巻
で
、復
活
の
時
代
を
待
っ
て
い
た
。製
品
は

「
道
の
駅
」や
通
販
で
売
ら
れ
る
が
、噂
を
聞
き
、販
売
先

は
全
国
的
で
あ
る
。

　

手
作
業
だ
が
驚
く
ほ
ど
安
価
で
あ
る
。そ
の
理
由
は
、

体
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
や
、日
々
の
食
材
と
し
て
待

ち
望
む
人
々
が
い
る
か
ら
と
い
う
。「
食
べ
る
こ
と
は
、生

き
る
こ
と
」に
思
い
を
寄
せ
る
、山
村
の
小
さ
な
集
落
の

農
業
主
婦
の
仕
事
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
志
」と「
価
値
観
」の
共
有
す
る
生
き
方（角川新書・800円 税抜）

『
半
市
場
経
済

  
　
　
　
　
　
成
長
だ
け
で
な
い「
共
創
社
会
」の
時
代
』

内
山 
節 
著青

木 

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
良
い
食
材
を
伝
え
る
会
」理
事
）
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県
内
の
農
業
者
や
食
品
加
工
業
者
一

〇
〇
先
が
出
展
、地
域
の
こ
だ
わ
り
の
食

材
を
ア
ピ
ー
ル
し
た「
い
わ
て
食
の
大
商

談
会
二
〇
一
八
」に
は
海
外（
中
国
五
社
、

台
湾
三
社
）を
含
む
一
七
七
先
三
七
〇
人

の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
。岩
手
県
産
食
材
の

注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

出
展
者
か
ら
も
、「
県
内
外
の
多
数
の

企
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
」「
県

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
出
展
し
て
い

て
い
い
刺
激
に
な
っ
た
」と
の
前
向
き
な

声
が
聞
か
れ
、岩
手
県
産
食
材
の
取
引

拡
大
に
つ
な
が
る
商
談
会
と
な
り
ま
し

た
。八
月
二
二
日
、於
：
盛
岡
市
、共
催
：

岩
手
県
、民
間
金
融
機
関
ほ
か（

盛
岡
支
店
）

　

鹿
児
島
県
内
の
三
支
店（
鹿
児
島
・
鹿

屋
・
川
内
）は
鹿
児
島
銀
行
と
の
業
務
協

力
協
定
締
結
一
五
周
年
を
記
念
し
て「
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
輸
出
相
談

会
」を
開
催
。

 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、株
式
会
社
果
実
堂
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
代
表
取
締
役
社
長
の
高
瀬

貴
文
氏
が
環
境
や
土
壌
水
分
を
制
御
す

る
施
設
栽
培
手
法
を
紹
介
し
、デ
ー
タ

管
理
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。輸
出

相
談
会
で
は
、公
庫
と
連
携
す
る
貿
易

商
社
が
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、連
携
の
上
、県
内
農
業
経
営

者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。八
月
二
日
、

於
：
鹿
児
島
市
、参
加
者
：
農
業
経
営
者
、

関
係
機
関
な
ど
九
〇
人 
（
鹿
児
島
支
店
）

　

福
島
支
店
農
林
水
産
事
業
は
、桜
の

聖
母
短
期
大
学
と
、「
農
と
食
」の
活
性

化
に
向
け
、県
や
農
業
者
と
も
連
携
し

た
農
官
学
金
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

八
月
に
公
庫
が
開
催
し
た「
ア
グ
リ

フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
」に
は「
食
の
商

談
会
体
験
」と
し
て
学
生
約
四
〇
人
が

参
加
し
、復
興
支
援
ブ
ー
ス
で
県
職
員

や
農
業
女
子
と
共
に
福
島
の
食
を
Ｐ
Ｒ

し
た
り
、商
談
会
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、食
育
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会

と
い
っ
た
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

企
画
を
実
行
す
る
な
ど
、福
島
の「
農
と

食
」の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
福
島
支
店
）

　

長
崎
県
主
催
の
女
性
農
業
者
向
け「
経

営
発
展
研
修
会
」に
は
、経
営
主
宰
者
や

経
理
担
当
、生
産
担
当
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

女
性
農
業
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
長
崎
支
店
事
業
統
轄
の
前
田

美
幸
が
登
壇
。女
性
農
業
者
が
経
営
に

参
画
す
る
素
地
が
よ
り
身
に
付
く
よ
う

に
、金
融
機
関
が
経
営
を
判
断
す
る
際

の
視
点
や
貸
借
対
照
表
の
重
要
性
、資

金
繰
り
の
考
え
方
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
営
農
類
型
別
の
決

算
デ
ー
タ
と
自
社
の
決
算
書
を
比
較
し
、

経
営
に
活
か
し
た
い
」な
ど
の
積
極
的
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。七
月
一
三
日
、

於
：
諫
早
市
、参
加
者
：
女
性
農
業
者
二

四
人　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
支
店
）

岩
手
の
食
材
に

海
外
か
ら
も
注
目

鹿
児
島
銀
行
と
の

業
務
協
力
一
五
周
年

女
性
農
業
者
の

経
営
参
画
を
促
す

桜
の
聖
母
短
大
と「
農
と
食
」

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

セミナーの様子

商談会は盛況下に幕を閉じました

「アグリフードEXPO東京」で福島の食をPRする学生ら

参加者からは質問が多く寄せられました

セミナー

セミナー

連携

交流会
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認定新規就農者の皆さまへ
経営の開始を応援します
　日本公庫は、新たに農業経営にチャレンジする認定新規就農者が、青年等就農計画を達成するために実施する幅広
い事業を融資により支援しています。
　青年等就農資金は、認定新規就農者を応援する無利子の資金で、実質的な無担保・無保証人となっています。
　経営体育成強化資金は、農地取得などにもご利用いただけます。特に、「農地などの取得」は据置期間と融資限度額
に特例が適用されます。

＊審査の結果により、ご希望に沿えない場合があります。
＊上記以外にも資金をご利用いただくための要件などがあります。
＊青年等就農資金は毎年度、国の予算の範囲内で実施される制度のため取り扱いに

限りがあります。ご融資の実行時期によっては、ご希望に沿えない場合があります。
＊詳しくは、事業資金相談ダイヤル（0120-154-505）または最寄りの日本政策

金融公庫支店農林水産事業までお問い合わせください。

新規就農に関する融資制
度Q&Aや手引きなど、お
役立ち情報はこちら

資金制度の概要

ご利用
いただける方

資金の使いみち

対象資金

融資条件

認定新規就農者
（市町村から青年等就農計画の認定を受けた個人・法人）

農業資材
などの経費

青年等就農資金

融資期間

うち据置期間

融資限度額

金利

担保・保証人

25年以内

3年以内

「農地などの取得」は、
負担額1,000万円まで5年以内
負担額の80％
　かつ 
個人 1億5,000万円、
法人 5億円　以内

「農地などの取得」は、
負担額1,000万円まで負担額
の100％
最新の金利を融資機関に
お問い合わせください

ご相談の上、決めさせて
いただきます

経営体育成強化資金

施設・
機械など

家畜導入・
果樹育成など

借地料などの
一括払い 農地などの取得

融資期間

うち据置期間

融資限度額

金利

担保・保証人

12年以内

5年以内

3,700万円
特認限度額：1億円

無利子

実質無担保・無保証人
担　保：原則として、融資対象物件のみ
保証人：原則として個人の場合は不要、
　　　　法人で必要な場合は代表者のみ

ホームページのご案内



編集後記

一
○
年
ほ
ど
前
、都
内
で
区
民
農
園
を

借
り
、週
末
の
た
び
に
子
ど
も
を
連
れ
て

通
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、近
隣
区

画
の
方
に
土
づ
く
り
を
教
え
て
も
ら
い
、

時
に
は
野
菜
の
苗
を
い
た
だ
く
こ
と
も
。

休
憩
中
の
ご
老
人
に
は
子
ど
も
の
面
倒

を
見
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、ま
さ
に
住

民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。都

市
農
業
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
実
感
し

た
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。　

  （
西
山
）

大
消
費
地
か
ら
近
い
利
点
を
活
か
し
、

高
単
価
の
商
品
を
生
産
。加
え
て
六
次

化
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、自
社
商
品

に
高
付
加
価
値
を
付
与
す
る
都
市
農
家

の
取
り
組
み
は
、海
外
産
の
安
い
農
産
物

と
の
競
争
等
の
課
題
を
有
す
る
全
国
の

農
家
に
と
り
、モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
も

の
。今
回
の
特
集
は
地
方
の
大
規
模
農

家
の
取
り
組
み
に
目
が
行
き
が
ち
な
私

の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。（
高
雄
）

経
営
紹
介
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
西

村
や
す
子
さ
ん
。大
き
な
事
業
を
手
掛
け

ま
す
が「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て

き
て
、失
敗
が
分
か
ら
な
い
の
か
も（
笑
）」

と
あ
っ
け
ら
か
ん
。一
方
で
ご
両
親
に「
世

の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
」と
言

わ
れ
育
っ
た
こ
と
か
ら
、「
地
域
の
た
め
と

い
う
自
負
が
あ
る
か
ら
へ
こ
た
れ
な
い
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
言
葉
に
、

襟
を
正
す
思
い
で
し
た
。　
　
　
（
城
間
）

生
ま
れ
育
っ
た
関
東
の
政
令
指
定
都

市
に
二
〇
年
ぶ
り
に
住
ん
で
い
ま
す
。驚

い
た
の
が
、家
の
周
り
の
都
市
農
地
の
半

分
以
上
が
宅
地
化
し
て
い
た
こ
と
。「
多

論
百
出
」の
小
野
さ
ん
が
考
え
る
よ
う
な

「
都
市
農
地
を
そ
の
ま
ま
残
す
選
択
」は
、

近
隣
住
民
の
農
と
食
へ
の
高
い
関
心
が

あ
っ
て
こ
そ
成
し
得
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

時
短
・
便
利
ワ
ザ
ば
か
り
の
マ
マ
友
と
の

会
話
を
考
え
直
し
て
み
ま
す
。　
（
前
島
）

■編集
　鴫谷 元　　　西山 大也　　高雄 和彦
　柴崎 勇太　　城間 綾子　　前島 幸子
　鈴木 晃子
■編集協力
　青木 宏高　　牧野 義司

■定価　514円（税込）
ご意見、ご提案をお待ちしております。
巻末の児童画は全国土地改良事業団体連合会 

　主催の「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 
　の入賞作品です。

■販売
　株式会社日本食糧新聞社
　〒104-0032　東京都中央区八丁堀2-14-4
　ヤブ原ビル
　Tel．03（3537）1311
　Fax．03（3537）1071
　ホームページ　
　http://info.nissyoku.co.jp/koudoku/
　お問い合わせフォーム　
　http://info.nissyoku.co.jp/modules/form_mail/

■印刷　凸版印刷株式会社

■発行
　（株）日本政策金融公庫　農林水産事業本部
　Tel. 03（3270）2268
　Fax. 03（3270）2350
　E-mail　anjoho@jfc.go.jp
　ホームページ　https://www.jfc.go.jp/

♥︎
一
次
産
業
に
携
わ
る
女
性
に
焦
点
を

当
て
る「
農
と
食
の
邂
逅
」を
毎
号
楽
し

み
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
号
で
は
、新
潟
県
で
酪
農
を
営

む
坂
井
美
幸
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。「
未
来
あ
る
酪
農
」に
す
る
た
め
、

牧
場
経
営
を
見
直
し
、長
年
じ
っ
く
り

温
め
て
き
た
構
想
で
あ
る
チ
ー
ズ
の
加

工
・
販
売
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

彼
女
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
生
ま
れ
た

「
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
チ
ー
ズ
」は
、き
っ
と

絶
品
で
し
ょ
う
。

　

未
来
あ
る
日
本
の
酪
農
の
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
酪
農
家
の
挑
戦
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。（

札
幌
市　
林
田 

せ
り
か
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で

す
が
、誌
面
の
都
合
上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
者
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

災害等相談窓口のご案内
ご融資やご返済などに関するご相談に、政策金融機
関として迅速、かつ、きめ細かな対応を行ってまいり
ます。お住まいの都道府県を管轄する支店にご相談
ください。
なお、支店一覧は公庫ホームページ（https://www.
jfc.go.jp/n/branch/）に掲載しております。

災害等相談窓口

平成30年北海道胆
い ぶ り

振東部地震

平成30年台風第21号及び8月30日からの大雨

平成30年台風第19号（鹿児島）

平成30年8月5日からの大雨（山形）

平成30年５月２０日から７月１０日までの間の豪雨及び暴風雨

平成30年大阪府北部を震源とする地震

島根県西部を震源とする地震

平成28年熊本地震

東日本大震災
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特 集
『
都
市
農
業
』と
い
う
農
業

■
AFCフ

ォ
ー

ラ
ム

　
平

成
30年

11月
1日

発
行（

毎
月

1回
1日

発
行

）第
66巻

8号（
819号

）
■

発
行

／（
株

）日
本

政
策

金
融

公
庫

 農
林

水
産

事
業

本
部

　
〒

100-0004 東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-9-4　
Tel.03（

3270）2268
■

販
売

／
株

式
会

社
 日

本
食

糧
新

聞
社

　
〒

104-0032 東
京

都
中

央
区

八
丁

堀
2-14-4 ヤブ

原
ビ

ル
　

Tel．03（
3537）1311　

■
定

価
514円

　
本

体
価

格
476円

●次代に継ぐ

https://www.jfc.go.jp/

『レタスの出荷のお手伝い』西山 巧真　兵庫県南あわじ市立賀集小学校

2018

11



AFCフォーラム 読者アンケート（2018年11月号）
「AFCフォーラム」をご愛読いただきまして、ありがとうございます。本誌をより充実させるために、

アンケートにご協力をお願いいたします。このままFAXか郵送でお送りください。

観天望気

変革は人にあり
主張・多論百出

耳よりな話
まちづくりむらづくり
書　評

情報戦略レポート
農と食の邂逅
フォーラムエッセイ

経営紹介
都市農業振興基本法による農業の行方
都市農業のかたちが日本農業の先駆け
都市なるがゆえに吹く農業にむけた風

特集

お名前（フリガナ）

ご住所 〒 ―

性　別

男性
歳女性

年　齢 職　業

記事区分頁 頁 記事区分良かった 良かったどちらとも
いえない

どちらとも
いえない良くなかった 良くなかった

2

3

7

11

15

19

22

23

25

27

30

31

34

―tel. ―

FAX  03-3270-2350扌 扌

【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫農林水産事業本部　情報企画部情報サービスグループ
電話 03-3270-2268、 E-mail anjoho@jfc.go.jp

1 掲載記事について、内容はいかがでしたでしょうか？（○をご記入ください）

2 AFCフォーラムで取り上げてほしい特集テーマがありましたら、ご記入ください。

3 本誌への感想や農林漁業の発展に向けたご意見などを200字程度でお寄せください。
選定の上、本誌「みんなの広場」に掲載させていただきます。
掲載の場合には薄謝を進呈いたします（匿名での投稿はご遠慮ください）。
なお紙面の都合上、編集させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

AFCフォーラム編集部宛

ご協力ありがとうございました。


